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午
前
六
時
、
払
暁
御
本
殿
か
ら

大
太
鼓
の
音（
ね
）が
響
き
渡
り
ま

す
。宿
直
の
神
職
が
、大
神
様
に
日

供
祭
を
ご
奉
仕
し
て
い
る
の
で
す
。

　

朝
焼
け
の
雲
、
朝
の
虫
の
声
、

神
々
の
杜
の
目
覚
め
の
ひ
と
時
。

同
時
に
神
職
の
仕
事
の
有
様
を
感

じ
る
ひ
と
時
。日
本
中
に
朝
が
来

ま
す
。今
日
も
又
、生
ま
れ
変
わ
り
、

新
し
い
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

　

毎
日
私
た
ち
も
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。今
日
も
心
新
た
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。一
朝
、
一
日
、
一
月
、

こ
の
年
を
。そ
し
て
あ
と
僅
か
で

年
の
瀬
で
す
。

　

今
年
良
い
年
で
あ
っ
た
方
は
来

年
も
ま
た
良
い
年
で
あ
る
よ
う
に
。

今
年
厳
し
か
っ
た
方
は
、
来
年
こ

そ
は
の
思
い
を
込
め
て
、
一
年
の

結
び
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
今
、
公（
お
お
や
け
）の

祈
り
の
時
。我
が
家
と
同
じ
く
隣

の
家
の
、
我
が
国
と
同
じ
く
周
囲

の
国
の
、
健
康
と
安
全
を
お
互
い

に
祈
り
ま
し
ょ
う
。

　

お
互
い
に
来
年
こ
そ
は
、
の
思

い
を
込
め
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

武
智
。
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
祭
典
が
無
事
斎
行

出
来
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
ご
参
列
頂
き
ま
し
た
皆

様
、
人
形
を
お
送
り
頂
き
ま
し
た
皆

様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
と
、
感
染

症
の
一
日
も
早
い
鎮
静
化
を
ご
祈
念

致
し
ま
し
て
、
秋
季
例
大
祭
の
ご
報

告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

続
い
て
、
神
御
衣
が

愛
媛
県　

宇
和
教
会

山
口
県　

下
関
教
会

大
分
県　

別
府
神
仰
会
遙
拝
所

へ
、
そ
れ
ぞ
れ
下
付
。

今
回
の
神
御
衣
は

大
阪
府　
　

矢
野　

棟
子

京
都
府　
　

山
﨑　

真
紀　
　

元
老

新
居
浜
市　

大
西　

彌
太
郎　

元
老

の
お
三
方
よ
り
ご
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
辞
令
伝
達（
詳
細
別
ぺ
ー
ジ
に
て

記
載
）大
阪
教
会
、
湊　

喜
美
子
教
会

長
へ
大
阪
教
会
七
十
周
年
記
念
事
業

の
祖
霊
殿
向
拝
床
改
修
又
、境
内
灯
籠

の
ご
奉
納
へ
の
感
謝
状
が
大
麻
・
星
祭

の
お
世
話
を
一
定
以
上
ご
奉
仕
下
さ
っ

た
お
世
話
人
へ
の
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
祝
電
披
露
の
後
、
例
大

祭
に
引
続
き
、
本
殿
前
に
て
臨
時
大

祓
式
を
斎
行
し
ま
し
た
。
権
宮
司
先

導
の
も
と
大
祓
詞
を
斉
唱
、
配
ら
れ

た
切
麻
、
人
形
（
ひ
と
が
た
）
に
て

自
分
自
身
を
祓
い
、
全
国
各
地
よ
り

お
送
り
頂
き
ま
し
た
約
千
八
百
体
の

人
形
と
と
も
に
、
浄
化
の
火
に
よ
り

御
焚
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。

石
鎚
本
教
秋
季
例
大
祭　

併　

疫
病
鎮
静
祈
願
祭　

並　

臨
時
大
祓
式　

厳
粛
裡
に
斎
行

石
鎚
本
教
秋
季
例
大
祭　

併　

疫
病
鎮
静
祈
願
祭　

並　

臨
時
大
祓
式　

厳
粛
裡
に
斎
行

石
鎚
本
教
秋
季
例
大
祭　

併　

疫
病
鎮
静
祈
願
祭　

並　

臨
時
大
祓
式　

厳
粛
裡
に
斎
行

去
る
十
月
五
日（
火
）
、
石
鎚
神
社
口

之
宮
本
社
御
本
殿
に
お
き
ま
し
て
石

鎚
本
教
秋
季
例
大
祭
が
厳
粛
裡
に
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
秋
季
例
大
祭
に
お
い
て
も
新

型
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
神
輿
渡

御
、
御
旅
所
祭
を
は
じ
め
、
餅
投
げ
、

お
茶
席
、
直
会
等
の
神
賑
行
事
並
び

に
催
事
を
休
止
し
、
ご
参
列
の
皆
様

の
健
康
と
安
全
確
保
の
た
め
殿
内
の

換
気
、
消
毒
液
、
検
温
器
を
設
置
し
、

感
染
予
防
を
徹
底
す
る
中
で
の
祭
典

と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
素
晴
ら
し
い
晴
天
を
頂
く

中
に
、
全
国
各
地
よ
り
約
百
名
の
信

徒
の
皆
様
に
ご
参
列
頂
き
、
午
前
十

時
よ
り
祭
典
を
斎
行
。

開
式
太
鼓
の
後
、
神
御
衣
の
献
上
撤

下
が
奉
ら
れ
、
武
智
宮
司
、
平
岡
筆

頭
常
務
総
代
が
神
恩
感
謝
、
感
染
症

の
鎮
静
化
と
国
家
の
安
泰
、
世
界
の

平
和
を
祈
る
祝
詞
、
祈
願
詞
を
奏
上

の
後
、
宮
司
先
導
の
も
と
祭
員
、
参

列
者
と
共
に
大
祓
詞
を
斉
唱
。

続
い
て
巫
女
の
浦
安
の
舞
を
奉
納
、

宮
司
、
参
列
者
が
玉
串
を
奉
り
拝
礼
、

今
日
の
日
を
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
事
を
祈
願
し

て
厳
粛
に
祭
典
を
終
了
致
し
ま
し
た
。
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コ
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御
案
内

※
今
般
合
祀
・
ま
た
す
で
に
合
祀

し
て
い
ま
す
御
遺
族
様
に
は
該
当

の
命
日
月
（
毎
月
十
五
日
、
月
次

祭
終
了
後
・
案
内
は
月
を
先
取
り

し
て
い
ま
す
）
に
御
案
内
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。
住
所
変
更
あ
り
ま

す
方
は
ご
一
報
願
い
ま
す
。

※
祖
霊
殿
春
・
秋
例
大
祭
の
ご
案

内
は
新
祭
神
（
合
祀
該
当
者
）
と

過
去
三
年
以
内
に
合
祀
さ
れ
ま
し

た
御
遺
族
の
方
へ
案
内
を
差
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。
以
外
の
御
遺
族

様
に
は
特
別
に
ご
案
内
を
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
是
非
と
も
御
参
列

戴
き
、
御
霊
和
め
の
祭
典
を
共
に

御
奉
仕
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
秋
大
祭
・
命
日
祭
へ
の
数
多

く
の
御
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

●
先
達
会
符
の
名
義
変
更
な
ど
お

済
み
で
な
い
御
遺
族
様
、
ま
た
ご

不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠

慮
無
く
神
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

　

境
内
に
あ
る
祖
霊
殿
。
石
鎚

山
開
山
の
祖
・
役
小
角
を
は
じ

め
社
司
・
宮
司
、
霊
峰
石
鎚
の

為
に
お
力
添
え
を
戴
き
ま
し
た

先
達
・
教
師
・
特
別
崇
敬
者
に

て
帰
天
さ
れ
ま
し
た
方
々
を
お

祀
り
し
て
お
り
、
毎
年
四
月
・

十
月
の
六
日
、
午
前
十
時
よ
り

例
大
祭
並
び
に
合
祀
祭
を
斎
行

し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ

の
中
、
関
係
御
遺
族
様
・
神
社

役
員
の
ご
参
列
を
戴
き
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

合
祀
さ
れ
ま
し
た
御
霊
の
在

り
し
日
の
面
影
を
偲
び
、
思
い

出
の
数
々
を
顧
み
る
中
に
、
凜

と
し
た
お
姿
、
ま
た
皆
を
導
く

大
き
な
背
中
、
優
し
い
お
顔
を

思
い
出
し
な
が
ら
御
霊
安
か
れ

と
祈
念
致
し
ま
し
た
。
先
達
・

教
師
の
皆
様
が
、
築
か
れ
ま
し

た
篤
き
志
を
、
ま
た
優
し
き
御

心
を
継
が
れ
、
よ
り
よ
き
信
徒

と
な
ら
れ
る
事
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

こ
の
度
合
祀
さ
れ
ま
し
た
新

祭
神
を
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

石
鎚
本
教

　

功
労
章
拝
受

（
令
和
三
年
十
月
五
日
発
令
）

最
高
功
労
章
金
笏

元
老
大
顧
問

大
教
正

石
鎚
本
教
教
会
聯
合
会
会
長

福
岡
神
和
教
会　

教
会
長

佐
伯　

良
子

石
鎚
本
教
の
教
師
十
六
階
級

の
最
高
位
、
大
教
正
に
し
て
、

更
に
功
労
顕
著
な
方
に
発
令
さ

れ
ま
す
。
福
岡
神
和
教
会
を
遥

拝
所
よ
り
立
ち
上
げ
、
教
会
へ

昇
進
、
更
に
法
人
格
も
取
得
さ

れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
三
十
六

王
子
の
行
道
を
始
め
、
大
麻
神

札
、
星
祭
、
新
春
祈
祷
、
春
秋

元
老

　
　
　

山
中　

ト
ク
ヨ
刀
自
命

特
別
大
監
長

　
　
　

渡
辺　

み
ゆ
き
刀
自
命

副
大
取
締

　
　
　

池
田　

雅
行　

大
人
命

副
取
締

　
　
　

村
上　

宣
史　

大
人
命

　
　
　
　
　
　
　

（
順
不
同
）

　

御
羽
車
に
て
御
霊
代
を
奉
遷

最
高
功
労
章　

金
笏　

元
老
大
顧
問

　
　
　

高
橋　

公
男　

大
人
命

功
労
章
銀
笏　

元
老
大
顧
問

権
大
教
正

　
　
　

藤
本　

守　
　

大
人
命

有
功
神
鏡
笏　

元
老
大
顧
問

中
講
義

　
　
　

西
森　

精
市　

大
人
命

有
功
神
鏡
笏

元
老
大
顧
問

　
　
　

福
中　

照
勝　

大
人
命

元
老
大
顧
問

大
教
正

　
　
　

有
田　

繁
子　

刀
自
命

元
老
大
顧
問

大
講
義

　
　
　

乙
井　

佐
一　

大
人
命

　
　

顧　

問

　

平
岡　

明　
　

少
教
正

　

湊　
　

照
彦　

中
教
正

　

岡
村　

信
一　

権
中
教
正

　

伊
藤　

光
貞

　

沖
野　

和
義　

中
教
正

　

田
窪　

一
善　

権
大
教
正

理　

事

　

安
岡
桂
一
郎　

大
教
正

　

越
智　

汀
祐　

中
教
正

　

勝
本　

房
利　

少
教
正

　

金
重　

和
枝　

大
教
正

　

筒
井　

道
晴　

少
教
正

監　

事

　

秋
山　

一
幸　

訓
導

　

入
江　

伸
明　

権
大
講
義

　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

石
鎚
本
教
教
会
聯
合
会
は
、

全
国
の
約
八
十
カ
所
の
教
会
の

長
の
方
々
、
教
師
に
し
て
教
正

級
の
方
々
の
、
石
鎚
本
教
の
幹

部
の
方
々
の
親
睦
の
組
織
。
石

鎚
本
教
の
秋
の
例
大
祭
は
、
教

会
聯
合
会
主
催
と
も
申
せ
ま

す
。
今
年
は
四
年
に
一
度
の
改

選
の
年
で
あ
り
ま
す
。

（
令
和
三
年
十
月
四
日
就
任
）

会　

長

　

佐
伯　

良
子　

大
教
正

副
会
長

　

湊　

喜
美
子　

少
教
正

　

江
藤　

秀
人　

権
大
教
正

　

深
川　

健
二　

権
大
教
正

名
誉
顧
問

　

松
岡　

功　
　

権
大
教
正

　

浦
松　

大
八　

大
教
正

　

川
西　

久
美　

大
教
正

　

中
西　

幸
男　

大
教
正

　

吉
田　

宏

　

田
辺　

紀
江　

大
教
正

辞
令
発
令

辞
令
発
令

辞
令
発
令

石
鎚
本
教

　

教
会
聯
合
会

　
　
　

役
員
改
選

石
鎚
本
教

　

教
会
聯
合
会

　
　
　

役
員
改
選

石
鎚
本
教

　

教
会
聯
合
会

　
　
　

役
員
改
選
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十
月
六
日

祖
霊
殿　

秋
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

 

十
月
六
日

　
 

祖
霊
殿　

秋
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

十
月
六
日

祖
霊
殿　

秋
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

大
祭
、
奉
賛
会
活
動
、
ま
た
、

本
教
理
事
、
教
会
聯
合
会
会
長

を
歴
任
、
そ
し
て
御
山
開
大
祭

の
ご
参
拝
を
多
く
の
方
に
広
め

伝
え
、
御
神
威
の
発
揚
に
努
め

ら
れ
続
け
て
い
ま
す
。
石
鎚
本

教
最
高
位
の
功
労
章
で
す
。

石
鎚
本
教　

理
事

　

責
任
役
員
就
任

（
令
和
三
年
十
月
五
日
就
任
）

有
功
神
鏡
笏　

元
老
大
顧
問

権
大
教
正

山
口
県
・
防
府
教
会　

教
会
長

　
　
　
　
　
　

山
中　

將
史

石
鎚
神
社
を
本
宗
と
し
古
か

ら
の
石
鎚
信
仰
の
神
仏
混
交
の

姿
で
あ
る
、
石
鎚
本
教
の
理

事
、
責
任
役
員
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

令
和
三
年
十
月
六
日

　
　
　

祖
霊
殿　

合
祀
祭
神

 

令
和
三
年 

十
月
六
日

　

 　
　
　

祖
霊
殿　

合
祀
祭
神

令
和
三
年
十
月
六
日

　
　
　

祖
霊
殿　

合
祀
祭
神
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御
案
内

※
今
般
合
祀
・
ま
た
す
で
に
合
祀

し
て
い
ま
す
御
遺
族
様
に
は
該
当

の
命
日
月
（
毎
月
十
五
日
、
月
次

祭
終
了
後
・
案
内
は
月
を
先
取
り

し
て
い
ま
す
）
に
御
案
内
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。
住
所
変
更
あ
り
ま

す
方
は
ご
一
報
願
い
ま
す
。

※
祖
霊
殿
春
・
秋
例
大
祭
の
ご
案

内
は
新
祭
神
（
合
祀
該
当
者
）
と

過
去
三
年
以
内
に
合
祀
さ
れ
ま
し

た
御
遺
族
の
方
へ
案
内
を
差
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。
以
外
の
御
遺
族

様
に
は
特
別
に
ご
案
内
を
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
是
非
と
も
御
参
列

戴
き
、
御
霊
和
め
の
祭
典
を
共
に

御
奉
仕
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
秋
大
祭
・
命
日
祭
へ
の
数
多

く
の
御
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

●
先
達
会
符
の
名
義
変
更
な
ど
お

済
み
で
な
い
御
遺
族
様
、
ま
た
ご

不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠

慮
無
く
神
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

　

境
内
に
あ
る
祖
霊
殿
。
石
鎚

山
開
山
の
祖
・
役
小
角
を
は
じ

め
社
司
・
宮
司
、
霊
峰
石
鎚
の

為
に
お
力
添
え
を
戴
き
ま
し
た

先
達
・
教
師
・
特
別
崇
敬
者
に

て
帰
天
さ
れ
ま
し
た
方
々
を
お

祀
り
し
て
お
り
、
毎
年
四
月
・

十
月
の
六
日
、
午
前
十
時
よ
り

例
大
祭
並
び
に
合
祀
祭
を
斎
行

し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ

の
中
、
関
係
御
遺
族
様
・
神
社

役
員
の
ご
参
列
を
戴
き
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

合
祀
さ
れ
ま
し
た
御
霊
の
在

り
し
日
の
面
影
を
偲
び
、
思
い

出
の
数
々
を
顧
み
る
中
に
、
凜

と
し
た
お
姿
、
ま
た
皆
を
導
く

大
き
な
背
中
、
優
し
い
お
顔
を

思
い
出
し
な
が
ら
御
霊
安
か
れ

と
祈
念
致
し
ま
し
た
。
先
達
・

教
師
の
皆
様
が
、
築
か
れ
ま
し

た
篤
き
志
を
、
ま
た
優
し
き
御

心
を
継
が
れ
、
よ
り
よ
き
信
徒

と
な
ら
れ
る
事
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

こ
の
度
合
祀
さ
れ
ま
し
た
新

祭
神
を
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

石
鎚
本
教

　

功
労
章
拝
受

（
令
和
三
年
十
月
五
日
発
令
）

最
高
功
労
章
金
笏

元
老
大
顧
問

大
教
正

石
鎚
本
教
教
会
聯
合
会
会
長

福
岡
神
和
教
会　

教
会
長

佐
伯　

良
子

石
鎚
本
教
の
教
師
十
六
階
級

の
最
高
位
、
大
教
正
に
し
て
、

更
に
功
労
顕
著
な
方
に
発
令
さ

れ
ま
す
。
福
岡
神
和
教
会
を
遥

拝
所
よ
り
立
ち
上
げ
、
教
会
へ

昇
進
、
更
に
法
人
格
も
取
得
さ

れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
三
十
六

王
子
の
行
道
を
始
め
、
大
麻
神

札
、
星
祭
、
新
春
祈
祷
、
春
秋

元
老

　
　
　

山
中　

ト
ク
ヨ
刀
自
命

特
別
大
監
長

　
　
　

渡
辺　

み
ゆ
き
刀
自
命

副
大
取
締

　
　
　

池
田　

雅
行　

大
人
命

副
取
締

　
　
　

村
上　

宣
史　

大
人
命

　
　
　
　
　
　
　

（
順
不
同
）

　

御
羽
車
に
て
御
霊
代
を
奉
遷

最
高
功
労
章　

金
笏　

元
老
大
顧
問

　
　
　

高
橋　

公
男　

大
人
命

功
労
章
銀
笏　

元
老
大
顧
問

権
大
教
正

　
　
　

藤
本　

守　
　

大
人
命

有
功
神
鏡
笏　

元
老
大
顧
問

中
講
義

　
　
　

西
森　

精
市　

大
人
命

有
功
神
鏡
笏

元
老
大
顧
問

　
　
　

福
中　

照
勝　

大
人
命

元
老
大
顧
問

大
教
正

　
　
　

有
田　

繁
子　

刀
自
命

元
老
大
顧
問

大
講
義

　
　
　

乙
井　

佐
一　

大
人
命

　
　

顧　

問

　

平
岡　

明　
　

少
教
正

　

湊　
　

照
彦　

中
教
正

　

岡
村　

信
一　

権
中
教
正

　

伊
藤　

光
貞

　

沖
野　

和
義　

中
教
正

　

田
窪　

一
善　

権
大
教
正

理　

事

　

安
岡
桂
一
郎　

大
教
正

　

越
智　

汀
祐　

中
教
正

　

勝
本　

房
利　

少
教
正

　

金
重　

和
枝　

大
教
正

　

筒
井　

道
晴　

少
教
正

監　

事

　

秋
山　

一
幸　

訓
導

　

入
江　

伸
明　

権
大
講
義

　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

石
鎚
本
教
教
会
聯
合
会
は
、

全
国
の
約
八
十
カ
所
の
教
会
の

長
の
方
々
、
教
師
に
し
て
教
正

級
の
方
々
の
、
石
鎚
本
教
の
幹

部
の
方
々
の
親
睦
の
組
織
。
石

鎚
本
教
の
秋
の
例
大
祭
は
、
教

会
聯
合
会
主
催
と
も
申
せ
ま

す
。
今
年
は
四
年
に
一
度
の
改

選
の
年
で
あ
り
ま
す
。

（
令
和
三
年
十
月
四
日
就
任
）

会　

長

　

佐
伯　

良
子　

大
教
正

副
会
長

　

湊　

喜
美
子　

少
教
正

　

江
藤　

秀
人　

権
大
教
正

　

深
川　

健
二　

権
大
教
正

名
誉
顧
問

　

松
岡　

功　
　

権
大
教
正

　

浦
松　

大
八　

大
教
正

　

川
西　

久
美　

大
教
正

　

中
西　

幸
男　

大
教
正

　

吉
田　

宏

　

田
辺　

紀
江　

大
教
正

辞
令
発
令

辞
令
発
令

辞
令
発
令

石
鎚
本
教

　

教
会
聯
合
会

　
　
　

役
員
改
選

石
鎚
本
教

　

教
会
聯
合
会

　
　
　

役
員
改
選

石
鎚
本
教

　

教
会
聯
合
会

　
　
　

役
員
改
選
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六
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季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

大
祭
、
奉
賛
会
活
動
、
ま
た
、

本
教
理
事
、
教
会
聯
合
会
会
長

を
歴
任
、
そ
し
て
御
山
開
大
祭

の
ご
参
拝
を
多
く
の
方
に
広
め

伝
え
、
御
神
威
の
発
揚
に
努
め

ら
れ
続
け
て
い
ま
す
。
石
鎚
本

教
最
高
位
の
功
労
章
で
す
。

石
鎚
本
教　

理
事

　

責
任
役
員
就
任

（
令
和
三
年
十
月
五
日
就
任
）

有
功
神
鏡
笏　

元
老
大
顧
問

権
大
教
正

山
口
県
・
防
府
教
会　

教
会
長

　
　
　
　
　
　

山
中　

將
史

石
鎚
神
社
を
本
宗
と
し
古
か

ら
の
石
鎚
信
仰
の
神
仏
混
交
の

姿
で
あ
る
、
石
鎚
本
教
の
理

事
、
責
任
役
員
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

令
和
三
年
十
月
六
日

　
　
　

祖
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殿　

合
祀
祭
神
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日
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《
成
就
社
》

◎
五
万
円
以
上

㈲
キ
ュ
ウ
エ
イ
仁
田
峠
満
・
久
江

　
《
本
社
》

◎
壱
百
万
円
以
上　

丹
下　

  

裕

◎
五
拾
万
円
以
上  

㈱
浦
松
建
設

　
　
　
　
　
　
　

  

浦
松　

大
八

◎
弐
拾
万
円
以
上  

㈱
大　

屋

　
　
　
　
　
　
　

  

伊
藤
慎
太
郎

◎
壱
拾
万
円
以
上  

秋
月　

亨
太

　
　
　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ま
た
、
本
社
で
の
五
千
円
以
上

の
お
初
穂
奉
納
者
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
社
本
殿
前
掲
示
板
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

令
和
三
年
八
月
一
日
〜

　

令
和
三
年
九
月
末
日
ま
で

　
　
　

※
五
万
円
以
上
奉
納
者

愛
媛
県　

中
予
崇
敬
組
合
管
内
の

遥
拝
所
長
に
就
任
さ
れ
ま
す
。

副
所
長　

松
田
和
彦
取
締

　
　
　
　

乙
井
正
男
副
大
監
長

会
計　
　

乙
井
正
男
副
大
監
長

総
代　
　

向
田
将
央
副
監
長

　
　
　
　

山
本
喜
代
子

任
期

令
和
三
年
十
月
一
日
〜

　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

　
　

記
・
権
宮
司　

十
亀　

博
行

八
月
一
日
、
岡
山
県
笠
岡
市
の
笠
岡

遙
拝
所
の
遙
拝
所
長
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
こ
こ
に
ご
報
告
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

遙
拝
所
長

　

藤
井
佑
朔（
ユ
ウ
サ
ク
）大
取
締

連
絡
先

〒
七
一
四
｜
〇
〇
八
一

岡
山
県
笠
岡
市
笠
岡
三
八
二
九
｜
一

℡
〇
八
六
五
｜

六
三
｜
〇
六
二
一

　
　
　

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

大
阪
教
会

教
会
長　

有
功
神
鏡
笏

　

湊　

喜
美
子　

元
老
大
顧
問

　
　
　
　
　
　
　

少　

教　

正

大
阪
教
会
が
来
春
に
迎
え
る
創

立
七
十
周
年
の
奉
祝
事
業
と
し
て
、

・
本
社
の
祖
霊
殿
向
拝
床
改
修
、

・
境
内
灯
籠
十
四
基
、
を
奉
納
さ

れ
た
事
に
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
た
。

（
工
事
詳
細
は
次
号
に
掲
載
予
定
。）

所
長　

髙
野　

武
士

十
月
五
日

石
鎚
本
教
秋
季
例
大
祭
併

疫
病
鎮
静
祈
願
お
火
焚
き
祭

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ　

き
ま
し
た
皆
様

　
《
本
社
》

◎
六
拾
万
円
以
上

　
　

福
岡
神
和
教
会

　
　
　
　
　
　
　

      

佐
伯  

良
子

◎
四
拾
万
円
以
上

　
　

大
阪
教
会　

      

湊

喜
美
子

◎
弐
拾
万
円
以
上

　
　

導
不
動
院
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　

      

岩
﨑
光
照

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

大
分
石
鎚
教
会   

江
藤  

秀
人

　
　

睦
美
教
会　
　

   

田
窪  

一
善

　
　

香
春
教
会　
　

川
津  

守
秀

　
　

吉
見
教
会　
　

   

加
藤  

法
泰

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

讃
岐
神
大
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

大
高  

久
呼

　
　

大
分
石
鎚
教
会
勝
山
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

   

白
石  

順
子

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

　
　

別
府
神
仰
会
遥
拝
所

　
　
　
　
　
　

浦
松

大
八

　
　

㈱
浦
松
建
設   

浦
松  

大
八

　
　

霊
威
教
会　

   

中
西　

幸
男

　
　

大
分
市　
　

   

中
西　

幸
男

　
　

葉
山
教
会　

   

岡
村  

信
一

　
　

東
雲
講
社　

   

黒
田  

明
子

　
　

香
川
県   

有
限
会
社
は
る
希

◎
五
万
円
以
上

　
　

吉
田
教
会　

  

越
智   

汀
祐

和
食
教
会　

安
岡
桂
一
郎

穂
波
教
会

越
智   

節
子

　
　

神
明
遥
拝
所

大
西
サ
カ
エ

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
㈱

　
　
　
　
　
　
　

  

伊
藤

和
豊

赤
坂
教
会

木
村　
　

稔

鐘
ヶ
淵
教
会
山
田   

春
治

別
府
市　
　
　

浦
松　

  

傳

西
条
市　
　

   

十
亀  

興
美

美
馬
市　
　

平
岡　

  

明

市
原
市　
　

松
浦  

節
子

　
　
　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

五
千
円
以
上
の
お
初
穂
奉
納

者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
社
手

水
舎
前
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら

　
　
　
　

九
月
末
日
ま
で

　
　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
頂
き

　
　

ま
し
た
皆
様　

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

◆
西
条
周
桑
崇
敬
組
合
◆

壱
拾
万
円
以
上　

松
本　

幸
子

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

至
弘

　
　
　
　
　
　
　

    （
敬
称
略
）

　

奉
賛
会
は
今
後
も
継
続
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
三
年
八
月
二
十
八
日

　
　
　

  『
大
幟
旗
』
御
奉
納
者

　

四
国
中
央
市

　
　
　

井
上　

貫
太
・
佳
菜
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

真
心
の
ご
浄
財
、
ご
奉
納
を

賜
り
ま
し
た
皆
様
に
は
、
ご
奉

賛
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　

文
責　

権
禰
宜　

大
岡

　
　
　
　
　

御　

奉　

納

御　

奉　

納

御　

奉　

納

有
功
神
鏡
笏　

元
老
大
顧
問

権
大
教
正

広
島
県
・
蔵
王
教
会　

教
会
長

　
　
　
　
　

深
川　

健
二

組
合
長
・
教
区
長

山
本
眞
理
子

特
選
部
長

副
組
合
長

　
　
　

麦
田
和
德
元
老
顧
問

　
　
　

柳
川
典
子
監
長

会
計　

麦
田
和
德
元
老
顧
問

監
査　

宮
田
尚
樹
元
老
顧
問

幹
事　

定
井
暢
男
特
選
部
長

顧
問　

西
原
和
男
銀
笏

任
期

令
和
三
年
十
月
一
日
〜

　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

教
会
長

　
　
　

山
本
眞
理
子
権
少
教
正

副
会
長
宮
本
泰
子
大
訓
導

会
計　

宮
本
泰
子
大
訓
導

監
査　

白
石
琢
哉
権
大
訓
導

幹
事　

武
智
保
則
訓
導

顧
問　

西
原
和
男
少
教
正

任
期

令
和
三
年
十
月
一
日
〜

　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

  

石
鎚
本
教

  
準
二
等
教
会
昇
格

  
評
議
員
就
任

（
令
和
三
年
十
月
五
日
昇
格
）

中
予
崇
敬
組
合

　

役
員
改
選

中
予
教
会

　

役
員
改
選

堀
江
遙
拝
所

　
　

役
員
改
選

岡
山
県
笠
岡
遙
拝
所

遙
拝
所
長　
　

就
任

感　

謝　

状
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《
成
就
社
》

◎
五
万
円
以
上

㈲
キ
ュ
ウ
エ
イ
仁
田
峠
満
・
久
江

　
《
本
社
》

◎
壱
百
万
円
以
上　

丹
下　

  

裕

◎
五
拾
万
円
以
上  

㈱
浦
松
建
設

　
　
　
　
　
　
　

  

浦
松　

大
八

◎
弐
拾
万
円
以
上  

㈱
大　

屋

　
　
　
　
　
　
　

  

伊
藤
慎
太
郎

◎
壱
拾
万
円
以
上  

秋
月　

亨
太

　
　
　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ま
た
、
本
社
で
の
五
千
円
以
上

の
お
初
穂
奉
納
者
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
社
本
殿
前
掲
示
板
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

令
和
三
年
八
月
一
日
〜

　

令
和
三
年
九
月
末
日
ま
で

　
　
　

※
五
万
円
以
上
奉
納
者

愛
媛
県　

中
予
崇
敬
組
合
管
内
の

遥
拝
所
長
に
就
任
さ
れ
ま
す
。

副
所
長　

松
田
和
彦
取
締

　
　
　
　

乙
井
正
男
副
大
監
長

会
計　
　

乙
井
正
男
副
大
監
長

総
代　
　

向
田
将
央
副
監
長

　
　
　
　

山
本
喜
代
子

任
期

令
和
三
年
十
月
一
日
〜

　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

　
　

記
・
権
宮
司　

十
亀　

博
行

八
月
一
日
、
岡
山
県
笠
岡
市
の
笠
岡

遙
拝
所
の
遙
拝
所
長
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
こ
こ
に
ご
報
告
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

遙
拝
所
長

　

藤
井
佑
朔（
ユ
ウ
サ
ク
）大
取
締

連
絡
先

〒
七
一
四
｜
〇
〇
八
一

岡
山
県
笠
岡
市
笠
岡
三
八
二
九
｜
一

℡
〇
八
六
五
｜

六
三
｜
〇
六
二
一

　
　
　

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

大
阪
教
会

教
会
長　

有
功
神
鏡
笏

　

湊　

喜
美
子　

元
老
大
顧
問

　
　
　
　
　
　
　

少　

教　

正

大
阪
教
会
が
来
春
に
迎
え
る
創

立
七
十
周
年
の
奉
祝
事
業
と
し
て
、

・
本
社
の
祖
霊
殿
向
拝
床
改
修
、

・
境
内
灯
籠
十
四
基
、
を
奉
納
さ

れ
た
事
に
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
た
。

（
工
事
詳
細
は
次
号
に
掲
載
予
定
。）

所
長　

髙
野　

武
士

十
月
五
日

石
鎚
本
教
秋
季
例
大
祭
併

疫
病
鎮
静
祈
願
お
火
焚
き
祭

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ　

き
ま
し
た
皆
様

　
《
本
社
》

◎
六
拾
万
円
以
上

　
　

福
岡
神
和
教
会

　
　
　
　
　
　
　

      

佐
伯  

良
子

◎
四
拾
万
円
以
上

　
　

大
阪
教
会　

      

湊

喜
美
子

◎
弐
拾
万
円
以
上

　
　

導
不
動
院
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　

      

岩
﨑
光
照

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

大
分
石
鎚
教
会   

江
藤  

秀
人

　
　

睦
美
教
会　
　

   

田
窪  

一
善

　
　

香
春
教
会　
　

川
津  

守
秀

　
　

吉
見
教
会　
　

   

加
藤  

法
泰

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

讃
岐
神
大
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

大
高  

久
呼

　
　

大
分
石
鎚
教
会
勝
山
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

   

白
石  

順
子

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

　
　

別
府
神
仰
会
遥
拝
所

　
　
　
　
　
　

浦
松

大
八

　
　

㈱
浦
松
建
設   

浦
松  

大
八

　
　

霊
威
教
会　

   

中
西　

幸
男

　
　

大
分
市　
　

   

中
西　

幸
男

　
　

葉
山
教
会　

   

岡
村  

信
一

　
　

東
雲
講
社　

   

黒
田  

明
子

　
　

香
川
県   

有
限
会
社
は
る
希

◎
五
万
円
以
上

　
　

吉
田
教
会　

  

越
智   

汀
祐

和
食
教
会　

安
岡
桂
一
郎

穂
波
教
会

越
智   

節
子

　
　

神
明
遥
拝
所

大
西
サ
カ
エ

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
㈱

　
　
　
　
　
　
　

  

伊
藤

和
豊

赤
坂
教
会

木
村　
　

稔

鐘
ヶ
淵
教
会
山
田   

春
治

別
府
市　
　
　

浦
松　

  

傳

西
条
市　
　

   
十
亀  

興
美

美
馬
市　
　

平
岡　

  

明

市
原
市　
　

松
浦  
節
子

　
　
　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

五
千
円
以
上
の
お
初
穂
奉
納

者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
社
手

水
舎
前
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら

　
　
　
　

九
月
末
日
ま
で

　
　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
頂
き

　
　

ま
し
た
皆
様　

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

◆
西
条
周
桑
崇
敬
組
合
◆

壱
拾
万
円
以
上　

松
本　

幸
子

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

至
弘

　
　
　
　
　
　
　

    （
敬
称
略
）

　

奉
賛
会
は
今
後
も
継
続
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
三
年
八
月
二
十
八
日

　
　
　

  『
大
幟
旗
』
御
奉
納
者

　

四
国
中
央
市

　
　
　

井
上　

貫
太
・
佳
菜
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

真
心
の
ご
浄
財
、
ご
奉
納
を

賜
り
ま
し
た
皆
様
に
は
、
ご
奉

賛
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　

文
責　

権
禰
宜　

大
岡

　
　
　
　
　

御　

奉　

納

御　

奉　

納

御　

奉　

納

有
功
神
鏡
笏　

元
老
大
顧
問

権
大
教
正

広
島
県
・
蔵
王
教
会　

教
会
長

　
　
　
　
　

深
川　

健
二

組
合
長
・
教
区
長

山
本
眞
理
子

特
選
部
長

副
組
合
長

　
　
　

麦
田
和
德
元
老
顧
問

　
　
　

柳
川
典
子
監
長

会
計　

麦
田
和
德
元
老
顧
問

監
査　

宮
田
尚
樹
元
老
顧
問

幹
事　

定
井
暢
男
特
選
部
長

顧
問　

西
原
和
男
銀
笏

任
期

令
和
三
年
十
月
一
日
〜

　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

教
会
長

　
　
　

山
本
眞
理
子
権
少
教
正

副
会
長
宮
本
泰
子
大
訓
導

会
計　

宮
本
泰
子
大
訓
導

監
査　

白
石
琢
哉
権
大
訓
導

幹
事　

武
智
保
則
訓
導

顧
問　

西
原
和
男
少
教
正

任
期

令
和
三
年
十
月
一
日
〜

　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

  

石
鎚
本
教

  

準
二
等
教
会
昇
格

  

評
議
員
就
任

（
令
和
三
年
十
月
五
日
昇
格
）

中
予
崇
敬
組
合

　

役
員
改
選

中
予
教
会

　

役
員
改
選

堀
江
遙
拝
所

　
　

役
員
改
選

岡
山
県
笠
岡
遙
拝
所

遙
拝
所
長　
　

就
任

感　

謝　

状
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副
取
締

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

安
代

　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

光
子

敬
神
婦
人
会

橘
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯　

良
子

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

伊
勢
子

　
　
　
　
　
　
　
　

日
野　

仲
子

　
　
　
　
　
　
　
　

金
子　

勝
枝

足
摺
岬
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

勝
子

　
　
　
　
　
　
　
　

浜
口　

も
と
み

西
宇
和
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

節
子

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

美
知
子

音
霊
の
祈
り

音
霊
の
祈
り

音
霊
の
祈
り

日
時　

令
和
三
年
九
月
五
日

　
　
　
　
　

午
前
十
時
半
よ
り

場
所　

石
鎚
神
社
会
館
一
階

本
社
参
席　

武
智
宮
司

　
　
　
　
　

平
岡
明
常
務
総
代

　
　
　
　
　

曽
我
部
英
司
禰
宜

　
　
　
　

曽
我
部
洋
輔
権
禰
宜

組
合
参
席　

河
端
組
合
長

　
　
　
　
　

役
員
五
名

河
端
組
合
長

　
　
　

元
老
大
顧
問

　
　
　

権
大
講
義

　

右
記
日
程
に
て
東
予
崇
敬
組
合

の
協
議
員
会
が
組
合
長
を
含
め
役

員
六
名
の
参
加
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

組
合
長　
　

河
端　

光
則

　
　
　
　
　

元
老
大
顧
問

　
　
　
　
　

権
大
講
義

副
組
合
長　

大
高　

久
呼

　
　
　
　
　

功
労
章
銀
笏

　
　
　
　
　

元
老
大
顧
問

　
　
　
　
　

権
中
教
正

副
組
合
長　

藤
本　

敏
男

　
　
　
　
　

名
誉
部
長
少
教
正

副
組
合
長　

黒
瀬　

貴
久

　
　
　
　
　

元
老　

少
教
正

副
組
合
長　

金
平　

敏
孝

　
　
　
　
　

特
選
部
長
中
講
義

　
　
　
　

  （
順
不
同
・
敬
称
略
）

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

常
務
総
代
が
支
部
長
の
代
理
と
し

て
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。

本
社
よ
り
土
小
屋
奉
賛
の
現
状
を

報
告
、
御
奉
賛
の
お
願
い
を
し
て

議
事
は
終
了
、
参
加
者
一
同
で
感

染
症
の
鎮
静
化
を
祈
り
大
祓
詞
を

奏
上
し
て
協
議
員
会
は
閉
会
。

　

本
来
で
し
た
ら
引
き
続
き
直
会

の
予
定
で
す
が
、
参
加
者
に
弁
当

を
渡
し
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

河
端
組
合
長
の
続
投
が
決
ま
り

ま
し
た
東
予
崇
敬
組
合
が
、
今
後

益
々
御
発
展
す
る
こ
と
を
御
祈
念

し
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

感
染
症
拡
大
で
移
動
に
は
リ
ス

ク
が
伴
う
中
、
役
員
の
皆
様
御
参

集
頂
き
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

通
常
の
会
議
と
は
雰
囲
気
が
異

な
り
参
加
人
数
も
限
ら
れ
た
中
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
役
員

改
選
等
の
議
事
も
あ
り
、
重
要
な

会
議
で
あ
り
ま
し
た
。

今
会
議
に
て
決
ま
り
ま
し
た
役

員
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

東
予
崇
敬
組
合
協
議
員
会　

開
催

東
予
崇
敬
組
合
協
議
員
会　

開
催

東
予
崇
敬
組
合
協
議
員
会　

開
催

　

当
日
は
新
型
感
染
症
対
策
で
三

密
を
避
け
る
為
、
出
席
者
は
マ
ス

ク
着
用
、
席
は
二
メ
ー
ト
ル
以
上

離
れ
、
窓
を
開
け
て
の
会
議
と
な

り
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
組
合
長
挨
拶
、
本
社

挨
拶
、
本
社
役
員
挨
拶
の
後
、
議

事
へ
進
み
、
収
支
決
算
を
河
端
組

合
長
が
報
告
、
今
年
度
の
夏
山
開

き
の
報
告
を
神
社
よ
り
説
明
、
組

合
大
祭
は
五
年
ご
と
の
周
年
祭
の

み
教
会
遙
拝
所
に
て
行
う
こ
と
と
、

予
算
案
、
役
員
改
選
の
こ
と
を
組

合
長
よ
り
説
明
、
河
端
組
合
長
の

続
投
が
決
ま
り
ま
し
た
。
長
年
御

神
像
奉
仕
を
努
め
て
頂
い
て
お
り

ま
す
徳
島
支
部
へ
組
合
長
よ
り
感

謝
の
ビ
ー
ル
が
贈
呈
さ
れ
、
平
岡

（
令
和
三
年
）　

第
四
十
三
回

石
鎚
流　

太
鼓
打
ち
方
講
習
会

（
令
和
三
年
）　

第
四
十
三
回

石
鎚
流　

太
鼓
打
ち
方
講
習
会

参
加
資
格　

先
達
会
符
取
得
者

受
講
料　
　

一
万
円

申
込
締
切　

十
一
月
十
五
日

宿
泊
場
所

神
社
会
館
二
階

　

一
室
二
名
に
て
使
用
（
男
女
別
）

◎
開
閉
式
太
鼓
・
御
開
帳
太
鼓

　
（
御
開
帳
太
鼓
は
開
閉
式
太
鼓
を　

　

三
回
以
上
受
講
し
た
人
が
対
象
）

◎
二
日
目
に
は
太
鼓
打
ち
上
げ
奉　

　

納
を
祖
霊
殿
に
て
行
い
ま
す
。

◎
各
教
会
・
遙
拝
所
・
崇
敬
組
合　

　

を
通
じ
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

○
開
閉
式
太
鼓
と
は
…

祭
典
の
最
初
と
最
後
に
打
つ
太
鼓

●
御
開
帳
太
鼓
と
は
…

石
鎚
神
社
特
殊
神
事
で
あ
る
御
神
像

拝
戴
時
に
打
つ
太
鼓

※
定
員
二
十
四
名

十
一
月
二
十
七
日
（
土
）・

　
　
　
　
　
　

二
十
八
日
（
日
）

〔
太
鼓
は
音
霊
で
あ
り
言
霊
〕

　

各
祭
典
で
の
石
鎚
流
開
式
太
鼓
、

御
神
像
拝
戴
太
鼓
、
閉
式
太
鼓
、
祈

り
の
波
動
を
湧
き
上
が
ら
せ
る
、
石

鎚
流
太
鼓
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
ま
で
受
講
経
験
の
な
い
方
で

も
大
丈
夫
で
す
。
志
あ
る
方
の
お
申

し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
祭
典
に
て
太
鼓
を

打
た
れ
て
い
る
方
も
、
よ
り
一
層
の

技
術
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

左
記
日
時
に
て
執
り
行
い
ま
す
の

で
、
数
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記

日
時

　
　
　
　

十
一
月
二
十
七
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
八
時　

受
付

　
　
　
　

十
一
月
二
十
八
日
（
日
）

　
　
　
　
　

正
午　
　
　

解
散

駐
車
場

　

社
務
所
直
下
の
第
１
駐
車
場
右
手

の
坂
を
登
っ
た
青
色
の
建
物
周
辺
へ

駐
車
下
さ
い
。

持
参
品

　

白
衣
・
白
袴
・
足
袋
・
笏
・

　

筆
記
用
具
・
洗
面
具
・
着
替
え
等

令
和
三
年
九
月
十
五
日

長
寿
祭
斎
行

令
和
三
年
九
月
十
五
日　

長
寿
祭
斎
行

令
和
三
年
九
月
十
五
日

長
寿
祭
斎
行

朝
夕
に
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
九

月
十
五
日
午
前
十
時
斎
行
の
月
次

祭
に
併
せ
、
数
え
年
八
十
歳
を
迎

え
ら
れ
た
神
社
先
達
・
本
教
教
師
・

敬
神
婦
人
会
の
皆
様
を
祝
う
長
寿

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
十
四
名
の
該
当
が
あ
り
、

感
謝
状
・
ハ
ン
テ
ン
、
敬
神
婦
人

会
よ
り
風
呂
敷
と
バ
ッ
グ
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

八
十
歳
・
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
た

皆
様
方
に
は
、
石
鎚
信
仰
を
す
る

中
で
多
く
の
お
陰
と
喜
び
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
大
神
様

の
お
導
き
を
戴
か
れ
、
ご
健
康
で

ご
多
幸
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、
お
名
前
を
ご
紹
介

し
報
告
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

長
寿
祭
御
芳
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

特
別
大
監
長

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
田　

安
夫

副
大
監
長

　
　
　
　
　
　
　
　

叶　
　

一
美

　
　
　
　
　
　
　
　

永
野　

泰
子

大
取
締

　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

竹
子

※
尚
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
を
鑑
み
、

参
加
者
を
二
十
四
名
と
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
十
一
月

の
開
催
月
を
踏
ま
え
定
員
を
増
減

す
る
予
定
で
す
。
ご
希
望
の
方
は

早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
様
子
に
よ
り

講
習
会
変
更
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

お
含
み
置
き
お
願
い
致
し
ま
す
。
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光
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日
時　

令
和
三
年
九
月
五
日

　
　
　
　
　

午
前
十
時
半
よ
り

場
所　

石
鎚
神
社
会
館
一
階

本
社
参
席　

武
智
宮
司

　
　
　
　
　

平
岡
明
常
務
総
代

　
　
　
　
　

曽
我
部
英
司
禰
宜

　
　
　
　

曽
我
部
洋
輔
権
禰
宜

組
合
参
席　

河
端
組
合
長

　
　
　
　
　

役
員
五
名

河
端
組
合
長

　
　
　

元
老
大
顧
問

　
　
　

権
大
講
義

　

右
記
日
程
に
て
東
予
崇
敬
組
合

の
協
議
員
会
が
組
合
長
を
含
め
役

員
六
名
の
参
加
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

組
合
長　
　

河
端　

光
則

　
　
　
　
　

元
老
大
顧
問

　
　
　
　
　

権
大
講
義

副
組
合
長　

大
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久
呼

　
　
　
　
　

功
労
章
銀
笏

　
　
　
　
　

元
老
大
顧
問

　
　
　
　
　

権
中
教
正

副
組
合
長　

藤
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敏
男

　
　
　
　
　

名
誉
部
長
少
教
正

副
組
合
長　

黒
瀬　

貴
久

　
　
　
　
　

元
老　

少
教
正

副
組
合
長　

金
平　

敏
孝

　
　
　
　
　

特
選
部
長
中
講
義

　
　
　
　

  （
順
不
同
・
敬
称
略
）

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

常
務
総
代
が
支
部
長
の
代
理
と
し

て
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。

本
社
よ
り
土
小
屋
奉
賛
の
現
状
を

報
告
、
御
奉
賛
の
お
願
い
を
し
て

議
事
は
終
了
、
参
加
者
一
同
で
感

染
症
の
鎮
静
化
を
祈
り
大
祓
詞
を

奏
上
し
て
協
議
員
会
は
閉
会
。

　

本
来
で
し
た
ら
引
き
続
き
直
会

の
予
定
で
す
が
、
参
加
者
に
弁
当

を
渡
し
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

河
端
組
合
長
の
続
投
が
決
ま
り

ま
し
た
東
予
崇
敬
組
合
が
、
今
後

益
々
御
発
展
す
る
こ
と
を
御
祈
念

し
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

感
染
症
拡
大
で
移
動
に
は
リ
ス

ク
が
伴
う
中
、
役
員
の
皆
様
御
参

集
頂
き
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

通
常
の
会
議
と
は
雰
囲
気
が
異

な
り
参
加
人
数
も
限
ら
れ
た
中
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
役
員

改
選
等
の
議
事
も
あ
り
、
重
要
な

会
議
で
あ
り
ま
し
た
。

今
会
議
に
て
決
ま
り
ま
し
た
役

員
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

東
予
崇
敬
組
合
協
議
員
会　

開
催

東
予
崇
敬
組
合
協
議
員
会　

開
催

東
予
崇
敬
組
合
協
議
員
会　

開
催

　

当
日
は
新
型
感
染
症
対
策
で
三

密
を
避
け
る
為
、
出
席
者
は
マ
ス

ク
着
用
、
席
は
二
メ
ー
ト
ル
以
上

離
れ
、
窓
を
開
け
て
の
会
議
と
な

り
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
組
合
長
挨
拶
、
本
社

挨
拶
、
本
社
役
員
挨
拶
の
後
、
議

事
へ
進
み
、
収
支
決
算
を
河
端
組

合
長
が
報
告
、
今
年
度
の
夏
山
開

き
の
報
告
を
神
社
よ
り
説
明
、
組

合
大
祭
は
五
年
ご
と
の
周
年
祭
の

み
教
会
遙
拝
所
に
て
行
う
こ
と
と
、

予
算
案
、
役
員
改
選
の
こ
と
を
組

合
長
よ
り
説
明
、
河
端
組
合
長
の

続
投
が
決
ま
り
ま
し
た
。
長
年
御

神
像
奉
仕
を
努
め
て
頂
い
て
お
り

ま
す
徳
島
支
部
へ
組
合
長
よ
り
感

謝
の
ビ
ー
ル
が
贈
呈
さ
れ
、
平
岡

（
令
和
三
年
）　

第
四
十
三
回

石
鎚
流　

太
鼓
打
ち
方
講
習
会

（
令
和
三
年
）　

第
四
十
三
回

石
鎚
流　

太
鼓
打
ち
方
講
習
会

参
加
資
格　

先
達
会
符
取
得
者

受
講
料　
　

一
万
円

申
込
締
切　

十
一
月
十
五
日

宿
泊
場
所

神
社
会
館
二
階

　

一
室
二
名
に
て
使
用
（
男
女
別
）

◎
開
閉
式
太
鼓
・
御
開
帳
太
鼓

　
（
御
開
帳
太
鼓
は
開
閉
式
太
鼓
を　

　

三
回
以
上
受
講
し
た
人
が
対
象
）

◎
二
日
目
に
は
太
鼓
打
ち
上
げ
奉　

　

納
を
祖
霊
殿
に
て
行
い
ま
す
。

◎
各
教
会
・
遙
拝
所
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崇
敬
組
合　

　

を
通
じ
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お
申
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い
。

○
開
閉
式
太
鼓
と
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…

祭
典
の
最
初
と
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太
鼓

●
御
開
帳
太
鼓
と
は
…

石
鎚
神
社
特
殊
神
事
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あ
る
御
神
像

拝
戴
時
に
打
つ
太
鼓

※
定
員
二
十
四
名

十
一
月
二
十
七
日
（
土
）・

　
　
　
　
　
　

二
十
八
日
（
日
）

〔
太
鼓
は
音
霊
で
あ
り
言
霊
〕

　

各
祭
典
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鎚
流
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式
太
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拝
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太
鼓
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波
動
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石

鎚
流
太
鼓
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学
ん
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み
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ん
か
？

　

こ
れ
ま
で
受
講
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方
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お
申

し
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み
を
お
待
ち
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す
。
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た
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実
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典
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て
太
鼓
を

打
た
れ
て
い
る
方
も
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よ
り
一
層
の

技
術
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

左
記
日
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執
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行
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ま
す
の

で
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数
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く
の
ご
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加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記

日
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十
七
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
八
時　

受
付

　
　
　
　

十
一
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二
十
八
日
（
日
）
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午　
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車
場
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車
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右
手
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青
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辺
へ

駐
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下
さ
い
。

持
参
品

　

白
衣
・
白
袴
・
足
袋
・
笏
・

　

筆
記
用
具
・
洗
面
具
・
着
替
え
等

令
和
三
年
九
月
十
五
日

長
寿
祭
斎
行

令
和
三
年
九
月
十
五
日　

長
寿
祭
斎
行

令
和
三
年
九
月
十
五
日

長
寿
祭
斎
行

朝
夕
に
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
九

月
十
五
日
午
前
十
時
斎
行
の
月
次

祭
に
併
せ
、
数
え
年
八
十
歳
を
迎

え
ら
れ
た
神
社
先
達
・
本
教
教
師
・

敬
神
婦
人
会
の
皆
様
を
祝
う
長
寿

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
十
四
名
の
該
当
が
あ
り
、

感
謝
状
・
ハ
ン
テ
ン
、
敬
神
婦
人

会
よ
り
風
呂
敷
と
バ
ッ
グ
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

八
十
歳
・
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
た

皆
様
方
に
は
、
石
鎚
信
仰
を
す
る

中
で
多
く
の
お
陰
と
喜
び
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
大
神
様

の
お
導
き
を
戴
か
れ
、
ご
健
康
で

ご
多
幸
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、
お
名
前
を
ご
紹
介

し
報
告
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

長
寿
祭
御
芳
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

特
別
大
監
長

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
田　

安
夫

副
大
監
長

　
　
　
　
　
　
　
　

叶　
　

一
美

　
　
　
　
　
　
　
　

永
野　

泰
子

大
取
締

　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

竹
子

※
尚
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
を
鑑
み
、

参
加
者
を
二
十
四
名
と
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
十
一
月

の
開
催
月
を
踏
ま
え
定
員
を
増
減

す
る
予
定
で
す
。
ご
希
望
の
方
は

早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
様
子
に
よ
り

講
習
会
変
更
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

お
含
み
置
き
お
願
い
致
し
ま
す
。
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銅
板
御
屋
根
の
葺
き
替
え

現
在
の
御
屋
根
は
三
十
年
来
の
風
雨
雪
に
よ
り
、
傷
み
が
激
し
く
雨

漏
り
を
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
銅
板
に
て
御
屋
根
を
葺
き
替
え
、
石
鎚
大
神
様
が
御
鎮
座
さ

れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
御
社
殿
に
な
る
様
、
計
画
致
し
ま
し
た
。

　

木
部
外
壁
部
の
張
替
・
防
水
対
策
工
事

御
本
殿
外
壁
の
木
部
は
、
長
年
の
風
雨
雪
や
直
射
日
光
に
よ
り
木
が

割
れ
、
横
か
ら
の
漏
水
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

石
鎚
大
神
様
の
御
鎮
座
さ
れ
る
御
社
殿
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
木
部

外
壁
の
張
替
工
事
、
防
水
対
策
工
事
も
計
画
致
し
ま
し
た
。

　

周
辺
整
備

御
本
殿
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
回
廊
も
前
回
の
防
水
工
事
よ
り
年
数

を
経
て
機
能
が
低
下
し
て
き
ま
し
た
。

正
面
階
段
中
央
の
モ
ミ
の
木
が
成
長
し
、
石
畳
が
浮
き
上
が
り
参
拝

者
が
躓
く
事
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
維
持
管
理
の
為
、
外
回
廊
の
防
水
工
事
・
石
畳
の
一
部

改
修
・
ま
た
殿
内
の
畳
の
取
り
替
え
等
を
計
画
致
し
ま
し
た
。

　

改
修
工
事
費

①
銅
板
御
屋
根
の
葺
き
替
え　
　
　
　
　
　
　

  

五
、
二
〇
〇
万
円

②
木
材
外
壁
部
の
張
り
替
え
・
防
水
対
策
工
事　

 

一
、
八
〇
〇
万
円

③
周
辺
整
備　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
計　
　

  

七
、
五
〇
〇
万
円

　

奉
祝
費

一
、
奉
祝
大
祭
、
奉
祝
式
典
、
殿
内
掲
額 

　
　

事
務
費
、
予
備
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
、
〇
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

計　
　

八
、
五
〇
〇
万
円

ご奉賛者 応対 ・「ご芳名」は土小屋遥拝殿内に永久保存されます。

中
宮  

土
小
屋
遙
拝
殿  

御
鎮
座
五
十
周
年
奉
祝  

改
修
工
事
奉
賛
会

奉 賛 金 額
2,000円未満
2,000円以上
１万円以上
５万円以上
10万円以上
20万円以上
30万円以上
50万円以上
100万円以上

ご芳名
○
○
○
○
○
○
○
○
○

銅板記名

○
○
○
○
○
○
○
○

御神札

○
○
○
○
○
○
○

記念品

○
○
○
○
○
○

感謝状

○
○
○
○
○

掲  額

○
○
○
○
○

ご案内

○
○
○
○
○

十月三日　現在の様子十月三日　現在の様子

第751号 （二ヶ月一回一日発行） 令和３年１１月１日石　鎚　社　報第751号 （二ヶ月一回一日発行） 令和３年１１月１日石　鎚　社　報 第751号 （二ヶ月一回一日発行） 令和３年１１月１日石　鎚　社　報



-１０--１１-

　

銅
板
御
屋
根
の
葺
き
替
え

現
在
の
御
屋
根
は
三
十
年
来
の
風
雨
雪
に
よ
り
、
傷
み
が
激
し
く
雨

漏
り
を
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
銅
板
に
て
御
屋
根
を
葺
き
替
え
、
石
鎚
大
神
様
が
御
鎮
座
さ

れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
御
社
殿
に
な
る
様
、
計
画
致
し
ま
し
た
。

　

木
部
外
壁
部
の
張
替
・
防
水
対
策
工
事

御
本
殿
外
壁
の
木
部
は
、
長
年
の
風
雨
雪
や
直
射
日
光
に
よ
り
木
が

割
れ
、
横
か
ら
の
漏
水
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

石
鎚
大
神
様
の
御
鎮
座
さ
れ
る
御
社
殿
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
木
部

外
壁
の
張
替
工
事
、
防
水
対
策
工
事
も
計
画
致
し
ま
し
た
。

　

周
辺
整
備

御
本
殿
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
回
廊
も
前
回
の
防
水
工
事
よ
り
年
数

を
経
て
機
能
が
低
下
し
て
き
ま
し
た
。

正
面
階
段
中
央
の
モ
ミ
の
木
が
成
長
し
、
石
畳
が
浮
き
上
が
り
参
拝

者
が
躓
く
事
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
維
持
管
理
の
為
、
外
回
廊
の
防
水
工
事
・
石
畳
の
一
部

改
修
・
ま
た
殿
内
の
畳
の
取
り
替
え
等
を
計
画
致
し
ま
し
た
。

　

改
修
工
事
費

①
銅
板
御
屋
根
の
葺
き
替
え　
　
　
　
　
　
　

  

五
、
二
〇
〇
万
円

②
木
材
外
壁
部
の
張
り
替
え
・
防
水
対
策
工
事　

 

一
、
八
〇
〇
万
円

③
周
辺
整
備　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
計　
　

  

七
、
五
〇
〇
万
円

　

奉
祝
費

一
、
奉
祝
大
祭
、
奉
祝
式
典
、
殿
内
掲
額 

　
　

事
務
費
、
予
備
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
、
〇
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

計　
　

八
、
五
〇
〇
万
円

ご奉賛者 応対 ・「ご芳名」は土小屋遥拝殿内に永久保存されます。

中
宮  

土
小
屋
遙
拝
殿  

御
鎮
座
五
十
周
年
奉
祝  

改
修
工
事
奉
賛
会

奉 賛 金 額
2,000円未満
2,000円以上
１万円以上
５万円以上
10万円以上
20万円以上
30万円以上
50万円以上
100万円以上

ご芳名
○
○
○
○
○
○
○
○
○

銅板記名

○
○
○
○
○
○
○
○

御神札

○
○
○
○
○
○
○

記念品

○
○
○
○
○
○

感謝状

○
○
○
○
○

掲  額

○
○
○
○
○

ご案内

○
○
○
○
○

十月三日　現在の様子十月三日　現在の様子

第751号 （二ヶ月一回一日発行） 令和３年１１月１日石　鎚　社　報第751号 （二ヶ月一回一日発行） 令和３年１１月１日石　鎚　社　報 第751号 （二ヶ月一回一日発行） 令和３年１１月１日石　鎚　社　報



9.5㎝×6㎝9.5㎝×6㎝9.5㎝×6㎝

③
星
祭
特
別
三
号
守　

壱
千
円
以
上　

　
　
　
　
　
　

   

①
の
お
守
り
付

16㎝×9㎝16㎝×9㎝16㎝×9㎝

⑤
星
祭
特
別
一
号
守　

参
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　

   

①
の
お
守
り
付

6㎝×3㎝6㎝×3㎝6㎝×3㎝

①
星
祭
特
別
六
号
守　

三
百
円
以
上

-１２--１３-

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

　

星
祭
り
と
は
、
年
の
変
わ
り
目
に

各
人
の
持
つ
「
生
ま
れ
星
」
を
祭
り
、

悪
い
年
は
災
難
を
免
れ
る
よ
う
に
、

良
い
年
は
一
層
良
く
な
る
よ
う
に
と

一
年
間
の
幸
福
と
除
災
の
祈
願
を
石

鎚
大
神
の
御
神
徳
を
い
た
だ
い
て
、

本
年
以
上
に
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

祈
願
札
一
体
一
体
に
、
ご
氏
名
を

記
入
奉
製
し
、
冬
至
の
日
の
夕
刻
よ

り
節
分
の
日
ま
で
、
神
職
が
朝
夕
に

清
祓
・
ご
祈
願
い
た
し
ま
す
。

　

満
願
の
日
で
あ
る
節
分
の
日
に

は
、
本
社
に
て
古
神
札
神
納
浄
火
祭

に
次
い
で
節
分
祭
・
星
祭
祈
願
納
め

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
申
し
込
み

と
祭
典
の
参
列
を
心
よ
り
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

星
祭
祈
願
申
し
込
み
要
項

＊
お
申
し
込
み
は
、
所
属
組
合
長
・

　

教
会
長
・
遥
拝
所
長
を
始
め
、
先

　

達
教
師
の
各
位
並
び
に
お
世
話
を

　

こ
れ
ま
で
ご
奉
仕
の
各
位
を
通
じ

　

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

心
当
た
り
が
無
い
方
は
、
本
社
星

　

祭
り
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
祈
願
札
は
、
節
分
の
後
に
お
世

　

話
人
様
に
発
送
し
、
皆
様
方
に

　

は
お
世
話
人
様
よ
り
お
受
け
取

　

り
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日
（
冬
至
）

星
祭
祈
願
始
め
祭　

午
後
四
時
よ
り

令
和
四
年
二
月
三
日
（
節
分
の
日
）

星
祭
祈
願
納
め
祭　

午
前
十
一
時
よ
り

※
初
穂
料

　
一
件
、
三
百
円

　

外
、
五
百
円

　
　
　

千
円

　
　
　

二
千
円

　
　
　

三
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　
　

等
の
初
穂
料

そ
れ
ぞ
れ
の
初
穂
料
に
応
じ
た
特

別
の
神
札
を
奉
製
し
祈
願
い
た
し

ま
す
。

お
願
い

お
申
し
込
み
各
位
に
は
、
楷
書

に
て
文
字
を
は
っ
き
り
丁
寧
に

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
こ
れ
を
以

て
神
札
に
記
入
し
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
本
年
も
帳
面
表
紙
に「
お

世
話
人
補
佐
」
の
欄
を
設
け
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
お
世
話

人
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
方
の
氏
名
・
連

絡
先
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
こ

れ
は
、
お
名
前
な
ど
記
入
不
足

が
あ
っ
た
場
合
、
確
認
等
を
取

ら
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
お
伺

い
し
て
い
ま
す
。
な
に
と
ぞ
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
三
千
円
未
満
で
お
申
し
込

　

み
頂
き
ま
し
た
方
に
は
、
送
料

　

百
円
を
別
途
お
供
え
頂
い
て
お

　

り
ま
す
。　
　
　

　
　

そ
の
他
、ご
質
問
や
不
明
な
点
、

　

お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た

　

ら
、
本
社
星
祭
り
係
ま
で
お
尋

　

ね
く
だ
さ
い
。 

     　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　
　
　
　
　

  

記　

権
禰
宜　

山
﨑

13.5㎝×7.5㎝13.5㎝×7.5㎝13.5㎝×7.5㎝

④
星
祭
特
別
二
号
守　

弐
千
円
以
上　

　
　
　
　
　
　

   

①
の
お
守
り
付

高さ37cm高さ37cm高さ37cm

⑥
星
祭
祈
願
特
別
木
札　

五
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　
　

①
の
お
守
り
付

6.5㎝×3㎝6.5㎝×3㎝6.5㎝×3㎝

②
星
祭
特
別
五
号
守　

五
百
円
以
上
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9.5㎝×6㎝9.5㎝×6㎝9.5㎝×6㎝

③
星
祭
特
別
三
号
守　

壱
千
円
以
上　

　
　
　
　
　
　

   

①
の
お
守
り
付

16㎝×9㎝16㎝×9㎝16㎝×9㎝

⑤
星
祭
特
別
一
号
守　

参
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　

   

①
の
お
守
り
付

6㎝×3㎝6㎝×3㎝6㎝×3㎝

①
星
祭
特
別
六
号
守　

三
百
円
以
上

-１２--１３-

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

　

星
祭
り
と
は
、
年
の
変
わ
り
目
に

各
人
の
持
つ
「
生
ま
れ
星
」
を
祭
り
、

悪
い
年
は
災
難
を
免
れ
る
よ
う
に
、

良
い
年
は
一
層
良
く
な
る
よ
う
に
と

一
年
間
の
幸
福
と
除
災
の
祈
願
を
石

鎚
大
神
の
御
神
徳
を
い
た
だ
い
て
、

本
年
以
上
に
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

祈
願
札
一
体
一
体
に
、
ご
氏
名
を

記
入
奉
製
し
、
冬
至
の
日
の
夕
刻
よ

り
節
分
の
日
ま
で
、
神
職
が
朝
夕
に

清
祓
・
ご
祈
願
い
た
し
ま
す
。

　

満
願
の
日
で
あ
る
節
分
の
日
に

は
、
本
社
に
て
古
神
札
神
納
浄
火
祭

に
次
い
で
節
分
祭
・
星
祭
祈
願
納
め

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
申
し
込
み

と
祭
典
の
参
列
を
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お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

星
祭
祈
願
申
し
込
み
要
項
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教
会
長
・
遥
拝
所
長
を
始
め
、
先

　

達
教
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各
位
並
び
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世
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を
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ま
で
ご
奉
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の
各
位
を
通
じ

　

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
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。
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は
、
本
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星

　

祭
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さ
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受
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節
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。
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。
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。
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。
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-１４--１５-

【
十
二
月
】

■
一
日
（
午
前
十
時
よ
り
）

　

月
次
祭　

併
せ

　

新
穀
感
謝
祭

師
走
入
り
の
月
次
祭
に
併
せ
、
こ
の

年
の
新
穀
を
ご
神
前
に
お
供
え
し
、

稔
り
に
感
謝
申
し
上
げ
る
祭
典
。

■
十
三
日

　

正
月
事
始
め

す
す
払
い
・
松
迎
え

■
十
五
日
（
午
前
十
時
よ
り
）

　

月
次
祭
・
命
日
祭

令
和
三
年
最
後
の
月
次
祭
。
ま
た

祖
霊
殿
に
て
当
月
の
命
日
祭
を
執

り
行
い
ま
す
。

■
二
十
二
日
（
午
後
四
時
よ
り
）

　

星
祭
祈
願
始
め
祭

冬
至
で
あ
る
こ
の
日
よ
り
、
明
年

節
分
ま
で
朝
夕
に
祈
願
を
行
い
ま 

す
。
詳
し
く
は
十
二
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

〘
本　

社
〙

正
月
元
日
（
午
前
五
時
よ
り
）

　

元　

旦　

祭

一
年
の
始
ま
り
を
成
就
社
に
て
。

雪
化
粧
を
ま
と
っ
た
霊
峰
石
鎚
山

に
初
日
の
出
を
見
て
、
い
の
ち
の

輝
き
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

※
祭
儀
の
後

御
神
像
拝
戴
神
事

新
春
特
別
祈
願
の
ご
奉
仕

新
春
招
福
縁
起
物
頒
布

※
例
年
通
り
成
就
社
初
詣
参
拝
者

に
石
鎚
神
社
よ
り
、
先
着
五
〇
〇

名
の
皆
様
に
参
拝
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

※
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
予
定
を

変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

〘
中
宮
成
就
社
〙

■
三
十
一
日
（
午
後
五
時
）

　

大　

祓　

式

一
年
間
、
知
ら
な
い
間
に
犯
し
た

罪
穢
を
祓
い
清
め
る
祭
典
。
清
々

し
い
気
持
ち
で
新
年
に
臨
み
ま

し
ょ
う
。

　

年　

越　

祭

　
　
　
（
午
後
十
一
時
四
十
五
分
）

除
夜
は
年
神
様
を
迎
え
る
た
め

に
、
心
身
を
清
め
、
一
晩
中
起
き

て
い
る
の
が
年
越
し
の
習
い
。
一

年
間
の
感
謝
と
来
る
年
の
幸
せ
を

祈
り
ま
し
ょ
う
。

【
正
月
】

■
元
日
（
午
前
零
時
よ
り
）

　

元　

旦　

祭

一
年
の
始
ま
り
で
す
。
初
詣
を
行

い
、
今
年
一
年
の
無
事
と
平
安
を

神
様
に
手
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

引
き
続
き
の
神
事

　

御
神
像
拝
戴
神
事

石
鎚
神
社
で
行
う
全
国
唯
一
の
特

殊
神
事
。

※
祭
典
の
後

　

招
福
獅
子
舞

　
　
　
　
（
西
田
獅
子
舞
保
存
会
）

　

縁
起
行
事
の
ご
奉
納
予
定

ご
本
殿
に
て

　

新
春
特
別
祈
祷

境
内
に
て

　

招
福
縁
起
物
の
頒
布

石
鎚
神
社
青
年
部
を
中
心
に
ご
奉

仕
い
た
だ
く
若
人
等
が
ご
本
殿
授

与
所
に
て
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま

す
。

【　　せとうちバス　　】 【　石鎚登山ロープウェイ　】

運行時刻表
伊予西条駅⇔西之川

※2021/10/1現在

◎日曜日、祝日運休　　※停留所多数のため割愛

路線バス：せとうちバス

＊詳しくは各社へお問い合わせ下さい＊

年末・年始の運行

ロープウェイ料金

西条駅（発）

  7：4 7

1 0：27

1 3：37

1 6：23

12月31日㈮　午前８時40分～午後５時
元　　 日㈯　午前４時～午後５時
２　　 日㈰　午前８時40分～午後５時
３　　 日㈪　午前８時40分～午後５時
４　　 日㈫　午前８時40分～午後５時
　　　　　　　（定期便20分毎　臨時便10分毎）

大　　人
小　　人
30名以上
100名以上

一年中登山できる唯一の交通機関

西条市西之川
ロープ運行テレホンサービス

周桑営業所
本　　　社

TE L（08 9 8）72 -2 2 1 1
T E L（0 8 9 8）23 -3 4 5 0

TEL 0897-59-0331
　　0897-59-0101

2,000円
1,000円

大人1,800円　小人900円
大人1,600円　小人800円

ロープウェイ前着

8：41

1 1：21

1 4：31

1 7：17

◎7：50

1 0：06

1 2：56

1 6：11

1 8：17

西条駅（着）　　　　ロープウェイ前発

　　　　◎6：56

9：12

1 2：02

1 5：17

1 7：23

せとうちバス
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入
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す
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。
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に
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を
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〇
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す
。

〘
中
宮
成
就
社
〙

■
三
十
一
日
（
午
後
五
時
）

　

大　

祓　

式

一
年
間
、
知
ら
な
い
間
に
犯
し
た

罪
穢
を
祓
い
清
め
る
祭
典
。
清
々

し
い
気
持
ち
で
新
年
に
臨
み
ま

し
ょ
う
。

　

年　

越　

祭

　
　
　
（
午
後
十
一
時
四
十
五
分
）

除
夜
は
年
神
様
を
迎
え
る
た
め

に
、
心
身
を
清
め
、
一
晩
中
起
き

て
い
る
の
が
年
越
し
の
習
い
。
一

年
間
の
感
謝
と
来
る
年
の
幸
せ
を

祈
り
ま
し
ょ
う
。

【
正
月
】

■
元
日
（
午
前
零
時
よ
り
）

　

元　

旦　

祭

一
年
の
始
ま
り
で
す
。
初
詣
を
行

い
、
今
年
一
年
の
無
事
と
平
安
を

神
様
に
手
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

引
き
続
き
の
神
事

　

御
神
像
拝
戴
神
事

石
鎚
神
社
で
行
う
全
国
唯
一
の
特

殊
神
事
。

※
祭
典
の
後

　

招
福
獅
子
舞

　
　
　
　
（
西
田
獅
子
舞
保
存
会
）

　

縁
起
行
事
の
ご
奉
納
予
定

ご
本
殿
に
て

　

新
春
特
別
祈
祷

境
内
に
て

　

招
福
縁
起
物
の
頒
布

石
鎚
神
社
青
年
部
を
中
心
に
ご
奉

仕
い
た
だ
く
若
人
等
が
ご
本
殿
授

与
所
に
て
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま

す
。

【　　せとうちバス　　】 【　石鎚登山ロープウェイ　】

運行時刻表
伊予西条駅⇔西之川

※2021/10/1現在

◎日曜日、祝日運休　　※停留所多数のため割愛

路線バス：せとうちバス

＊詳しくは各社へお問い合わせ下さい＊

年末・年始の運行

ロープウェイ料金

西条駅（発）

  7：4 7

1 0：27

1 3：37

1 6：23

12月31日㈮　午前８時40分～午後５時
元　　 日㈯　午前４時～午後５時
２　　 日㈰　午前８時40分～午後５時
３　　 日㈪　午前８時40分～午後５時
４　　 日㈫　午前８時40分～午後５時
　　　　　　　（定期便20分毎　臨時便10分毎）

大　　人
小　　人
30名以上
100名以上

一年中登山できる唯一の交通機関

西条市西之川
ロープ運行テレホンサービス

周桑営業所
本　　　社

TE L（08 9 8）72 -2 2 1 1
T E L（0 8 9 8）23 -3 4 5 0

TEL 0897-59-0331
　　0897-59-0101

2,000円
1,000円

大人1,800円　小人900円
大人1,600円　小人800円

ロープウェイ前着

8：41

1 1：21

1 4：31

1 7：17

◎7：50

1 0：06

1 2：56

1 6：11

1 8：17

西条駅（着）　　　　ロープウェイ前発

　　　　◎6：56

9：12

1 2：02

1 5：17

1 7：23

せとうちバス
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-１６--１７-

　

石
鎚
神
社
で
は
、
新
春
特
別
祈
祷

を
、
元
旦
よ
り
三
日
間
、
斎
行
致
し

ま
す
。

　

私
達
は
日
頃
よ
り
、
天
地
自
然
の

恵
み
の
中
で
生
か
せ
て
戴
い
て
お
り
、

よ
り
豊
か
な
意
義
の
あ
る
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
と
も
す
れ

ば
、
健
康
を
害
し
、
心
の
調
和
が
乱

れ
、
人
間
関
係
が
円
滑
に
行
わ
れ
ず
、

日
常
生
活
に
支
障
を
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

新
し
く
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
災

厄
か
ら
の
が
れ
、
家
内
仲
睦
ま
じ
く

健
康
に
、
諸
願
成
就
の
御
守
護
を
願

う
特
別
祈
祷
を
、
御
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。

尚
、
初
穂
料
は
左
記
の
通
り
で
す
。

特
別
祈
祷
初
穂
料

　
　
　
　

大
木
札　
　

壱
万
円
以
上

　
　
　
　

小
木
札　
　

五
千
円
以
上

　
　
　
　

舟
中
札　
　

五
千
円
以
上

申
込
先

　

〒
七
九
三
ー
八
五
五
五

　

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

　

石
鎚
神
社　

新
春
特
別
祈
祷
係

T
E
L　

〇
八
九
七
ー
五
五
ー
四
〇
四
四

F
A
X　
　
　
　
　
　

五
五
ー
七
二
四
二

下
記
申
込
用
紙
を
御
利
用
下
さ
い
。

石
鎚
神
社

新
春
特
別
祈
祷
の
御
案
内

正
月
一
日
〜
三
日
ま
で
連
日

　

申
込
み
の
方
々
を
御
祈
祷
！

三
日
間
、本
殿
で
御
祈
祷
後
、

　

新
春
特
別
祈
祷
神
札
を
、送
付
致
し
ま
す
。

〈キリトリ線〉

石鎚神社新春祈祷申込書

祈　祷　者　名　簿 初穂料合計一金　　　　　　円也

令和　　　年　　　月　　　日

〒　番号　　　　　　No.

発送先

大平
昭令 年　　月　　日 〒

円初穂料願意

住所生年月日

氏　　　名
（フリガナ）

氏　名 住　所

◎送金方法　　　①郵便振替　　　②現金書留

木札
番号

大平
昭令 年　　月　　日 〒

円初穂料願意

住所生年月日

氏　　　名
（フリガナ） 木札

番号

24×7×0.7（cm） 42×10×1.3（cm） 60×13×1.5（cm）

　例年、年の始めに一年
の安泰・それぞれの願い
を祈祷いたします新春特
別祈祷、その祈祷木札の
寸法・形状を、ご案内いた
します。

①
舟
中
札

②
小
木
札

③
大
木
札

祈祷初穂料

① 舟中札
② 小木札
③ 大木札

5,000円 ～
5,000円 ～
10,000円 ～

３種類の祈祷木札よりお選びください。

祈願内容
○家内安全　○厄除延命　○当病平癒
○身体健康　○海上安全　○職場安全
○試験合格　○商業繁栄　○学業成就
○良縁成就　○交通安全　○心願成就

祈願一件につき下記を参照に祈祷木札の番号を
記入下さい。お札の大きさは15 ページ参照下さい。

5,000 円以上… ①、②
10,000 円以上…①、②、③

舟中札…①　小木札…②　大木札…③

×7×07（cm）

①
舟
中
札

（

新春特別祈祷用木札例年 年の始めに一年 新春特別祈祷用

新春特別祈祷　木札 昨年より変更しております

「
理
屈
や
言
葉
は
い
ら
な
い
一
瞬
に
し
て
神
様
は
見
せ
て
く
れ
る

そ
れ
が
神
様
の
力
だ　

こ
こ
に
来
れ
ば
そ
れ
が
分
か
る
」

　

二
年
ぶ
り
に
石
鎚
神
社
頂
上
社
を
目
指
し
て
登
っ
て
い
る
。

抗
癌
剤
治
療
を
二
年
余
り
継
続
し
て
き
た
。
私
の
標
準
治
療
で

使
用
で
き
る
次
の
新
薬
は
も
う
な
い
。「
お
山
に
登
れ
る
の
も
こ

れ
が
最
後
か
も
し
れ
な
い
」
と
覚
悟
を
決
め
て
い
た
。
闘
病
で

身
体
の
衰
え
は
思
っ
た
以
上
に
著
し
か
っ
た
。
薬
の
副
作
用
で

あ
る
両
足
裏
の
し
び
れ
は
半
端
で
は
な
い
。
一
歩
が
な
か
な
か

進
ま
な
い
。
頂
上
社
へ
辿
り
着
く
の
に
五
時
間
を
要
し
た
。
通
常

の
倍
は
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ご
内
陣
入
り
を
し
、
今
神
様
の
前
に
私
は
立
っ
て
い
る
。
再

び
こ
こ
に
来
る
こ
と
が
出
来
た
。
歓
喜
に
身
体
は
大
き
く
揺
さ

ぶ
ら
れ
た
。
鳴
咽
と
共
に
、
た
だ
た
だ
涙
が
溢
れ
出
る
ば
か
り
、

押
さ
え
る
事
な
ど
到
底
出
来
な
い
。
脳
内
は
感
謝
で
満
杯
に
な

り
思
考
は
無
に
等
し
い
。
あ
あ
神
様
、
声
に
な
ら
な
い
声
を
叫

び
な
が
ら
ご
神
像
に
手
を
ふ
れ
た
。
あ
れ
っ
、
両
足
裏
の
し
び

れ
が
突
然
消
え
た
。
足
の
し
び
れ
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
さ

に
こ
れ
が
ご
神
徳
で
あ
る
。
も
う
少
し
私
に
命
を
く
だ
さ
い
と

手
を
合
わ
せ
た
。
神
様
は
慈
愛
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

お
か
げ
話
寄
稿

お
か
げ
話  

寄
稿

お
か
げ
話
寄
稿

岡
山
市

櫻
井　

温
子

岡
山
市

櫻
井　

温
子
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。
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石鎚神社教化カレンダー謹製
(100部限定)

招福セットお申し込み用紙　 金4,500円也　合計　　　　　円（送料のみ着払いにてお送り致します。）

※招福セットと一緒に振込用紙をお送り致します。

◎セットのご説明（六品）

①福　箕（ふくみ）（天狗のお面）（寸法：14㎝×17㎝）
　凡そ1300 年前、役行者（えんのぎょうじゃ）に開山され日本七霊山の一つ・霊峰石鎚山には、石鎚山法起坊（いし
づちざんほうきぼう）という大変お徳の高い天狗様が居られ、その有難い御蔭（おかげ）をお面と箕（み）で現しておりま
す。新年の招福・招運に毎年新しくお飾り下さい。

③干支の置物（寸法：9㎝×14㎝）
　年毎、新しき干支を陶器の置物にて作成しております。
　一年間の慶賀としてお飾り下さい。

④御塩（みしお・280g）お供え、お清め、お食事等に
　ご利用下さい。
⑤石鎚神社教化カレンダー（上下見開きA３サイズ）

②御神酒（寸法：19㎝×7㎝）
　金粉入りのお目出度い御神酒（おみき）です。
　一年の契機、好（よ）き時（とき）にお召し上がり下さい。

※

干
支
の
置
物
は
寅
に
な
り
ま
す
。 令和四年より六品セットとなります。

石鎚神社　縁起物招福セット

初穂料 ￥4,500円也（送料着払い）数量限定：100セットです。
※お正月前（12月中旬頃）に、ご自宅へお届け致します。　

①福箕 ②御神酒 ③干支置物 ④御塩 ⑤石鎚神社カレンダー ⑥石鎚魔除け猿

⑥石鎚魔除け猿（寸法：約3㎝×約2㎝） ※一つ一つ手作りの為、猿の色柄・大きさは全て異なっております。
　　石鎚みやげの伝統であります「石鎚魔除け猿」は、江戸時代の頃よりお山へ登拝する方が身につけていました。
　石鎚山に懸かる鎖へ一心に身をよじ登る姿を現しているとされ、さるは猿 (申)＝去るに通じ災難厄除などの意味もあります。
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す。新年の招福・招運に毎年新しくお飾り下さい。

③干支の置物（寸法：9㎝×14㎝）
　年毎、新しき干支を陶器の置物にて作成しております。
　一年間の慶賀としてお飾り下さい。

④御塩（みしお・280g）お供え、お清め、お食事等に
　ご利用下さい。
⑤石鎚神社教化カレンダー（上下見開きA３サイズ）

②御神酒（寸法：19㎝×7㎝）
　金粉入りのお目出度い御神酒（おみき）です。
　一年の契機、好（よ）き時（とき）にお召し上がり下さい。

※

干
支
の
置
物
は
寅
に
な
り
ま
す
。 令和四年より六品セットとなります。

石鎚神社　縁起物招福セット

初穂料 ￥4,500円也（送料着払い）数量限定：100セットです。
※お正月前（12月中旬頃）に、ご自宅へお届け致します。　

①福箕 ②御神酒 ③干支置物 ④御塩 ⑤石鎚神社カレンダー ⑥石鎚魔除け猿

⑥石鎚魔除け猿（寸法：約3㎝×約2㎝） ※一つ一つ手作りの為、猿の色柄・大きさは全て異なっております。
　　石鎚みやげの伝統であります「石鎚魔除け猿」は、江戸時代の頃よりお山へ登拝する方が身につけていました。
　石鎚山に懸かる鎖へ一心に身をよじ登る姿を現しているとされ、さるは猿 (申)＝去るに通じ災難厄除などの意味もあります。
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第
七
十
二
回
を
数
え
ま
す
石
鎚
本
教

所
属
教
師
講
習
会
を
令
和
四
年
三
月
四

日
か
ら
六
日
の
日
程
に
て
開
催
致
し
ま
す
。

　

前
回
に
引
き
続
き
第
一
部
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
「
先
ず
は
、
正
坐
が
出
来

て
足
腰
し
っ
か
り
し
て
い
る
方
を
対

象
」
。
主
た
る
講
義
内
容
は
「
基
礎
作

法
と
神
前
奉
仕
の
心
得
、
更
に
実
践
」

で
す
。
ま
た
内
容
は
、
そ
の
都
度
熟
達

度
を
鑑
み
て
進
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

尚
、
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
、
申
し
込
み
用

紙
の
第
一
部
の
欄
に
お
間
違
え
な
き
よ

う
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

各
組
合
・
教
会
・
遙
拝
所
所
属
の
将

来
を
担
う
教
師
志
願
の
皆
様
、
今
以
上

の
研
鑽
を
と
お
考
え
の
教
師
の
皆
様
、

志
あ
る
多
数
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

受
講
規
定

一
、
先
達
で
あ
る
こ
と

一
、教
会
所
属
の
方
は
教
会
長
の
承
認
・

　

  

推
薦
、
遥
拝
所
所
属
の
方
は
遥
拝

　

  

所
長
お
よ
び
教
区
長
の
両
名
の
承 

　

  

認
・
推
薦
、
無
所
属
の
方
は
教
区 

　

  

長
の
承
認
・
推
薦
の
あ
る
者

 

※ 

（
特
別
な
事
情
が
あ
る
者
は
本
社
ま

　
　

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

一
、
禊
行
に
参
加
の
事

　
　
（
行
衣
は
各
自
持
参
）

一
、
終
了
奉
告
祭
に
祭
員
と
し
て

　
　

奉
仕
の
事
（
見
学
不
可
）

一
、
期
間
中
の
遅
刻
・
早
退
・
中
座　

　
　

は
認
め
ま
せ
ん

日　

程

◎
集
合　

三
月
四
日
午
前
七
時

　
（
三
日
の
宿
泊
は
無
料
）

◎
駐
車
場

　

第
一
駐
車
場
右
手
青
い
建
物
方
へ　

お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
受
講
料　

三
万
円

　
（
期
間
中
の
賄
い
等
の
費
用
）

　

著
衣
・
教
本
・
昇
進
料
等
は
別
途

◎
持
参
品

　

筆
記
用
具
・
白
衣
・
襦
袢
・
帯
・
白
袴
・  

　

白
足
袋
・
草
履
・
笏
・
印
鑑
・
教
本
（
祭

　

式
大
成
・
教
師
必
携
）・
禊
行
用
褌
（
男

　

性
）・
禊
行
用
行
衣
（
女
性
用
）・
着

　

替
え
・
洗
面
用
具
・
ね
ま
き（
白
い
物
）

※
尚
、
講
習
会
前
日
の
午
後
五
時
よ
り

翌
日
の
正
午
迄
、
京
都
の
装
束
竹
重
さ

ん
が
、
会
館
二
階
に
て
装
束
の
販
売
を

致
し
て
お
り
ま
す
。
ご
利
用
の
方
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限

◎
二
月
二
十
日
（
厳
守
）

《
教
師
志
願（
初
め
て
の
方
）に
つ
い
て
》

① 

先
達
資
格
を
有
す
る
事

② 

講
習
受
講
者
で
あ
る
事

③ 

教
会
所
属
の
方
は
教
会
長
の
承

　

 

認
・
推
薦
（
署
名
・
捺
印
）。
遥
拝

　

 

所
所
属
の
方
は
遥
拝
所
長
お
よ
び

　

 

教
区
長
（
崇
敬
組
合
長
）
両
名
の

　

 

承
認
・
推
薦
（
署
名
・
捺
印
）。
無

　

 

所
属
の
方
は
教
区
長
（
崇
敬
組
合

　

 

長
）
承
認
・
推
薦
（
署
名
・
捺
印
）

　

 

の
あ
る
者
。※
署
名
・
捺
印
無
き
申  

　

 

請
書
類
は
受
理
出
来
ま
せ
ん
。

④ 

本
社
の
奉
仕
要
請
に
応
じ
ら
れ
る
事

⑤ 

住
民
票
と
本
籍
地
発
行
の
身
分
証

　

 

明
書
を
準
備
の
事

⑥ 

無
所
属
（
当
社
・
当
本
教
の
教
会
・

　

 

遥
拝
所
に
所
属
無
し
）の
方
は
、
教

　

 

師
資
格
修
得
後
一
年
以
内
に
当
社
・

　

 

当
本
教
の
教
会
・
遥
拝
所
に
所
属 

　

 

す
る
こ
と
を
必
ず
要
す
る
。

《
教
師
昇
進
に
つ
い
て
》

① 

講
習
会
を
受
講
の
事

② 

星
祭
り
・
大
麻
の
お
世
話
に
つ
い　

　

 

て
願
書
に
必
ず
記
入
の
事

③ 

教
会
・
遥
拝
所
へ
の
協
力
・
奉
仕
の

　

 

あ
る
者

④ 

本
社
の
要
請
に
応
じ
ら
れ
る
方

⑤ 

右
、
規
定
に
該
当
し
、
規
約
に
定
め

　

 

る
年
功
に
該
当
承
認
・
推
薦
の
あ
る
者

《
祈
祷
免
状
に
つ
い
て
》

◎
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

※
当
社
教
会
・
遥
拝
所
に
所
属
の
方
の

み
申
請
を
受
付
致
し
ま
す
。

※
教
師
資
格
・
祈
祷
免
状
取
得
者
の
中
に
、

教
師
義
務
金
の
滞
納
、
星
祭
り
・
大
麻
の

お
世
話
な
き
場
合
、
規
定
年
数
を
超
え
ま

す
と
、
教
師
資
格
・
祈
祷
免
状
を
取
り
消

し
し
ま
す
。

第
七
十
二
回　

石
鎚
本
教
所
属
教
師
講
習
会

三
月
四
日（
金
）〜
三
月
六
日（
日
）

第
七
十
二
回　

石
鎚
本
教
所
属
教
師
講
習
会

三
月
四
日（
金
）〜
三
月
六
日（
日
）

5-

6-

7-

8-

9-

10-

11-

12-

13-

14-

15-

16-

17-

18-

19-

20-

21-

22-

23-

　
　

石
鎚
本
教
所
属
教
師
講
習
会
並
び
に
祈
祷
免
許
申
請
の
案
内
状
は
崇
敬

　

組
合
長
・
各
教
会
・
遙
拝
所
宛
に
、
十
二
月
末
発
送
。

　
【
祈
祷
免
許
申
請
資
格
】

※
当
社
教
会
・
遥
拝
所
に
所
属
の
方
の
み
申
請
を
受
付
致
し
ま
す
。

　

①
教
師
講
習
会
五
回
以
上
受
講
、
内
、
本
社
講
習
会
を
二
回
以
上
受
講
。

　

②
過
去
三
年
間
、
毎
年
神
社
大
麻
十
体
以
上
・
星
祭
り
祈
願
三
十
体
以
上

　
　

の
奉
仕
実
績
。

　
　
（
※
教
会
・
遙
拝
所
所
属
後
、
無
所
属
の
者
は
、過
去
三
年
間
、
毎
年
神
社

　
　

  

大
麻
二
十
体
以
上
・
星
祭
祈
願
八
十
体
以
上
の
奉
仕
実
績
を
要
す
。）

　

③
お
山
開
き
大
祭
に
十
名
以
上
の
先
達
奉
仕
の
あ
る
者
。

　

④
教
師
階
級
は
中
講
義
以
上
。（
中
講
義
同
時
昇
進
申
請
可
能
）

　

⑤
預
か
り
賽
銭
の
お
世
話
人
の
実
績
。

　

⑥
教
会
所
属
の
者
は
教
会
長
の
・
遥
拝
所
所
属
の
者
は
遥
拝
所
長
及
び
教

　
　

区
長
の
・
無
所
属
の
者
は
教
区
長
の
承
認
、
推
薦
の
あ
る
者
。

　
　
（
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
本
社
迄
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

　

⑦
将
来
、
講
社
・
遥
拝
所
の
組
織
結
成
に
志
せ
る
者
。

『
祈
祷
免
許
申
請
申
し
込
み
期
限
』

　
　
　
　

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

『
審
査
概
要
』

　
　

①『
教
師
講
習
会
開
催
迄
の
事
前
課
題
』（
未
提
出
者
は
失
格
）

　
　
　

※
事
前
課
題
用
の
奉
書
紙
は
ご
自
身
で
ご
準
備
下
さ
い
。

　
　

②『
祭
式
審
査
』

　
　

③『
面
接
』

☆
事
前
課
題
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
申
請
後
に
詳
細
を
通
知
。

☆
指
定
さ
れ
た
各
種
課
題
・
期
限
を
始
め
、
本
社
の
指
示
に
延
滞
の

　

場
合
、
申
請
資
格
を
失
い
ま
す
。

☆
審
査
の
流
れ
は
、
事
情
に
よ
り
若
干
の
変
更
の
可
能
性
有
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

石
鎚
本
教
所
属
教
師
講
習
会

祈
祷
免
許
の
申
請
に
つ
い
て

第 72回本教所属教師講習会（令和四年）
３月 4 日（金） ３月 5 日（土）

禊　行

朝拝神事・記念撮影

集　合・受　付

開講奉告祭

昼　食 昼　食
昼　食

終了奉告祭（全員奉仕）

配列確認・配列・作法講習
（習礼 9時～11時）

作法講習（基礎作法）

作法講習
（基礎作法とその解説）

行事作法

行事作法

行事作法

作法講習
（御神像拝戴）行事作法

夕　食 夕　食

閉　講　式

夕　拝

入浴・就寝

夕　拝

所役発表

※都合によりプログラム
　変更の場合があります。

入浴・就寝

神社・本教の概要　十亀宗務局長
本教教師の心得　武智管長

神道作法について

開　講　式

清掃・朝食 清掃・朝食

朝拝神事（御神像拝戴）

禊　行

３月 6 日（日）講
師
紹
介

石
鎚
神
社
宮
司
・
石
鎚
本
教
管
長

石
鎚
神
社
権
宮
司
・
石
鎚
本
教
宗
務
局
長

石
鎚
神
社
禰
宜
・
石
鎚
本
教
宗
務
局
次
長

石
鎚
神
社
豊
友
会

武
智　

正
人 

先
生

十
亀　

博
行 

先
生

曽
我
部
英
司 

先
生

　
　

諸　
　

 

先
生

　
ご
不
明
な
点
、
お
問
い
合
せ
は
、
本
社
・

山
﨑
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
内
容
変
更
と
な
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
理
解
の
程
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

解　散

※今回は、講習会終了後
　の直会弁当 並び
　宿泊はございません。
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講
習
会
前
日
の
午
後
五
時
よ
り

翌
日
の
正
午
迄
、
京
都
の
装
束
竹
重
さ

ん
が
、
会
館
二
階
に
て
装
束
の
販
売
を

致
し
て
お
り
ま
す
。
ご
利
用
の
方
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限

◎
二
月
二
十
日
（
厳
守
）

《
教
師
志
願（
初
め
て
の
方
）に
つ
い
て
》

① 

先
達
資
格
を
有
す
る
事

② 

講
習
受
講
者
で
あ
る
事

③ 

教
会
所
属
の
方
は
教
会
長
の
承

　

 

認
・
推
薦
（
署
名
・
捺
印
）。
遥
拝

　

 

所
所
属
の
方
は
遥
拝
所
長
お
よ
び

　

 

教
区
長
（
崇
敬
組
合
長
）
両
名
の

　

 

承
認
・
推
薦
（
署
名
・
捺
印
）。
無

　

 

所
属
の
方
は
教
区
長
（
崇
敬
組
合

　

 

長
）
承
認
・
推
薦
（
署
名
・
捺
印
）

　

 

の
あ
る
者
。※
署
名
・
捺
印
無
き
申  

　

 

請
書
類
は
受
理
出
来
ま
せ
ん
。

④ 

本
社
の
奉
仕
要
請
に
応
じ
ら
れ
る
事

⑤ 

住
民
票
と
本
籍
地
発
行
の
身
分
証

　

 

明
書
を
準
備
の
事

⑥ 

無
所
属
（
当
社
・
当
本
教
の
教
会
・

　

 

遥
拝
所
に
所
属
無
し
）の
方
は
、
教

　

 

師
資
格
修
得
後
一
年
以
内
に
当
社
・

　

 

当
本
教
の
教
会
・
遥
拝
所
に
所
属 

　

 

す
る
こ
と
を
必
ず
要
す
る
。

《
教
師
昇
進
に
つ
い
て
》

① 

講
習
会
を
受
講
の
事

② 

星
祭
り
・
大
麻
の
お
世
話
に
つ
い　

　

 

て
願
書
に
必
ず
記
入
の
事

③ 

教
会
・
遥
拝
所
へ
の
協
力
・
奉
仕
の

　

 

あ
る
者

④ 

本
社
の
要
請
に
応
じ
ら
れ
る
方

⑤ 

右
、
規
定
に
該
当
し
、
規
約
に
定
め

　

 

る
年
功
に
該
当
承
認
・
推
薦
の
あ
る
者

《
祈
祷
免
状
に
つ
い
て
》

◎
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

※
当
社
教
会
・
遥
拝
所
に
所
属
の
方
の

み
申
請
を
受
付
致
し
ま
す
。

※
教
師
資
格
・
祈
祷
免
状
取
得
者
の
中
に
、

教
師
義
務
金
の
滞
納
、
星
祭
り
・
大
麻
の

お
世
話
な
き
場
合
、
規
定
年
数
を
超
え
ま

す
と
、
教
師
資
格
・
祈
祷
免
状
を
取
り
消

し
し
ま
す
。

第
七
十
二
回　

石
鎚
本
教
所
属
教
師
講
習
会

三
月
四
日（
金
）〜
三
月
六
日（
日
）

第
七
十
二
回　

石
鎚
本
教
所
属
教
師
講
習
会

三
月
四
日（
金
）〜
三
月
六
日（
日
）

5-

6-

7-

8-

9-

10-

11-

12-

13-

14-

15-

16-

17-

18-

19-

20-

21-

22-

23-

　
　

石
鎚
本
教
所
属
教
師
講
習
会
並
び
に
祈
祷
免
許
申
請
の
案
内
状
は
崇
敬

　

組
合
長
・
各
教
会
・
遙
拝
所
宛
に
、
十
二
月
末
発
送
。

　
【
祈
祷
免
許
申
請
資
格
】

※
当
社
教
会
・
遥
拝
所
に
所
属
の
方
の
み
申
請
を
受
付
致
し
ま
す
。

　

①
教
師
講
習
会
五
回
以
上
受
講
、
内
、
本
社
講
習
会
を
二
回
以
上
受
講
。

　

②
過
去
三
年
間
、
毎
年
神
社
大
麻
十
体
以
上
・
星
祭
り
祈
願
三
十
体
以
上

　
　

の
奉
仕
実
績
。

　
　
（
※
教
会
・
遙
拝
所
所
属
後
、
無
所
属
の
者
は
、過
去
三
年
間
、
毎
年
神
社

　
　

  

大
麻
二
十
体
以
上
・
星
祭
祈
願
八
十
体
以
上
の
奉
仕
実
績
を
要
す
。）

　

③
お
山
開
き
大
祭
に
十
名
以
上
の
先
達
奉
仕
の
あ
る
者
。

　

④
教
師
階
級
は
中
講
義
以
上
。（
中
講
義
同
時
昇
進
申
請
可
能
）

　

⑤
預
か
り
賽
銭
の
お
世
話
人
の
実
績
。

　

⑥
教
会
所
属
の
者
は
教
会
長
の
・
遥
拝
所
所
属
の
者
は
遥
拝
所
長
及
び
教

　
　

区
長
の
・
無
所
属
の
者
は
教
区
長
の
承
認
、
推
薦
の
あ
る
者
。

　
　
（
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
本
社
迄
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

　

⑦
将
来
、
講
社
・
遥
拝
所
の
組
織
結
成
に
志
せ
る
者
。

『
祈
祷
免
許
申
請
申
し
込
み
期
限
』

　
　
　
　

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

『
審
査
概
要
』

　
　

①『
教
師
講
習
会
開
催
迄
の
事
前
課
題
』（
未
提
出
者
は
失
格
）

　
　
　

※
事
前
課
題
用
の
奉
書
紙
は
ご
自
身
で
ご
準
備
下
さ
い
。

　
　

②『
祭
式
審
査
』

　
　

③『
面
接
』

☆
事
前
課
題
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
申
請
後
に
詳
細
を
通
知
。

☆
指
定
さ
れ
た
各
種
課
題
・
期
限
を
始
め
、
本
社
の
指
示
に
延
滞
の

　

場
合
、
申
請
資
格
を
失
い
ま
す
。

☆
審
査
の
流
れ
は
、
事
情
に
よ
り
若
干
の
変
更
の
可
能
性
有
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

石
鎚
本
教
所
属
教
師
講
習
会

祈
祷
免
許
の
申
請
に
つ
い
て

第 72回本教所属教師講習会（令和四年）
３月 4 日（金） ３月 5 日（土）

禊　行

朝拝神事・記念撮影

集　合・受　付

開講奉告祭

昼　食 昼　食
昼　食

終了奉告祭（全員奉仕）

配列確認・配列・作法講習
（習礼 9時～11時）

作法講習（基礎作法）

作法講習
（基礎作法とその解説）

行事作法

行事作法

行事作法

作法講習
（御神像拝戴）行事作法

夕　食 夕　食

閉　講　式

夕　拝

入浴・就寝

夕　拝

所役発表

※都合によりプログラム
　変更の場合があります。

入浴・就寝

神社・本教の概要　十亀宗務局長
本教教師の心得　武智管長

神道作法について

開　講　式

清掃・朝食 清掃・朝食

朝拝神事（御神像拝戴）

禊　行

３月 6 日（日）講
師
紹
介

石
鎚
神
社
宮
司
・
石
鎚
本
教
管
長

石
鎚
神
社
権
宮
司
・
石
鎚
本
教
宗
務
局
長

石
鎚
神
社
禰
宜
・
石
鎚
本
教
宗
務
局
次
長

石
鎚
神
社
豊
友
会

武
智　

正
人 

先
生

十
亀　

博
行 

先
生

曽
我
部
英
司 

先
生

　
　

諸　
　

 

先
生

　
ご
不
明
な
点
、
お
問
い
合
せ
は
、
本
社
・

山
﨑
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
内
容
変
更
と
な
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
理
解
の
程
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

解　散

※今回は、講習会終了後
　の直会弁当 並び
　宿泊はございません。
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教区長（崇敬組合長）名一覧表教区長（崇敬組合長）名一覧表教区長（崇敬組合長）名一覧表
令和３年10月１日付

組　合　名 組合が包括する区域

愛媛県の新居浜市以東
香川県・徳島県・兵庫県以東

新居浜市中村松木1丁目10番46号
〒792-0041　TEL 090-1006-0158

今治市玉川町小鴨部甲531-6
〒794-0112　TEL 0898-55-2725

東温市南方2124-38-305
〒791-0301　TEL 090-4505-7458

上浮穴郡久万高原町日野浦7030
〒791-1503　TEL 0892-56-0378

西予市宇和町卯之町4-410
〒797-0015　TEL 0894-62-5533

香南市野市町西野370-3
〒781-5232　TEL 090-7144-8024

倉敷市笹沖179-3
〒710-0834　TEL 086-424-2380

福山市引野町3丁目33-6-1
〒721-0942　TEL 0849-41-5087

大竹市玖波町203
〒739-0656　TEL 0827-57-5278

下関市吉見古宿町9-7
〒759-6521　TEL 083-286-5010

北九州市門司区大里戸ノ上4-2-22
〒800-0024　TEL 093-372-1101

大分県別府市竹の内６組の１
〒874-0841　TEL 0977-22-9045

愛媛県の
西条市

愛媛県の
今治市・越智郡

愛媛県の
松山市・東温市

愛媛県の
上浮穴郡

愛媛県の伊予市以西
南宇和郡まで

高知県全域

岡山県と
広島県東部の一部

広島県中部より東

広島県中部より西

山口県・島根県・鳥取県

佐賀県・長崎県・熊本県
鹿児島県・福岡県全域

大分県・宮崎県

組 合 長 名 住所・郵便番号・電話番号

東 予

西条周桑

今治越智

中 予

上 浮 穴

南 予

高 知

東洋大心

備 後

安 芸

山 口

福 岡

大 分

河端　光則

西条市洲之内甲177-1
〒793-0053　TEL 0897-55-3815(組合長代行)

小林　敏朗

山本眞理子

坪 内 　 続

山内　康治

出原　孝文

平松　史朗

木 村 　 稔

三吉　真司

加藤　法泰

梶原　倫子

浦 松 　 傳

菅　　忠昭

『
石
鎚
神
社　

西
海
文
庫
』

　

石
鎚
信
仰
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
る
、
西
海
賢
二
博
士
の
収
集
さ

れ
た
書
籍
・
資
料
群
の
ご
奉
納
を

以
て
、
左
記
の
目
的
に
て
文
庫
を

設
立
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

文
庫
開
き

　

令
和
三
年
十
一
月
十
一
日

　
　
　

午
前
十
時
〜
閲
覧
開
始

目　

的

　

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教
の
常
任

講
師
、
西
海
賢
二
博
士
収
集
の
石

鎚
信
仰
を
始
め
と
す
る
資
料
書
籍

群
を
石
鎚
神
社
で
保
管
し
一
部
を

展
示
、
石
鎚
山
始
め
山
岳
信
仰
、

民
俗
学
、
歴
史
学
資
料
と
し
て
公

共
に
供
す
。

　

生
涯
を
、
民
俗
学
、
山
岳
信
仰
、

主
に
石
鎚
信
仰
の
研
究
に
捧
げ
ら

れ
て
い
る
西
海
賢
二
博
士
の
足
跡

を
表
す
。

費　

用

　

石
鎚
信
徒
有
志
の
用
途
指
定
寄

付
金
を
以
て
設
立
。

　

以
後
の
維
持
費
は
石
鎚
神
社
に

て
支
出
。（
文
責　

大
岡
権
禰
宜
）

　

出
仕　

大
川　

託
史

　

十
月
一
日
よ
り
、
讃
岐
神
大
遥
拝

所
大
高
久
呼
先
生
ご
紹
介
の
も
と
、

奉
職
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

大
川
託
史
と
申
し
ま
す
。

　

私
の
祖
母
が
、
讃
岐
神
大
の
信
者

と
い
う
事
も
あ
っ
て
、
数
年
前
に
大

高
先
生
と
出
会
っ
た
事
を
契
機
に
、

石
鎚
山
石
鎚
神
社
に
篤
い
信
仰
を
抱

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
奉
職
の
ご
縁
を
戴
く
ま
で

は
、
神
職
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
事
は

無
く
、
高
校
卒
業
後
、
8
年
間
は
製

造
業
を
は
じ
め
、
接
客
や
営
業
な
ど
、

神
職
と
は
別
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

神
職
は
一
か
ら
に
な
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
事
が

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
歩
ず

つ
精
進
し
、
人
格
を
鍛
え
、
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
、
参
拝

者
や
石
鎚
神
社
に
、
自
分
ら
し
い
貢

献
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
皆

様
方
、
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
、よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

神
社
会
館

　
　
　
　

山
本　

奈
未
子

　

こ
の
度
、
石
鎚
神
社
会
館
職
員
と
し

て
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
山
本
奈
未
子
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
、
以
前
か
ら
接
客
業
が
好
き
で

お
客
様
に
は
、
親
切
丁
寧
を
心
が
け
、

こ
れ
ま
で
精
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

御
参
拝
の
皆
様
に
は
、
笑
顔
で
の
接

客
を
目
指
し
、
宿
泊
の
お
客
様
に
は
旅

の
疲
れ
を
癒
し
て
頂
け
る
御
奉
仕
を
さ

せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
縁
が
あ
り
神
聖
な
石
鎚
神
社
の
会

館
で
働
か
せ
て
頂
け
る
よ
う
に
な
っ
た

事
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

権
禰
宜

　
　
　
　
　

     

湊　

和
樹

　

こ
の
度
、
私
事
で
大
変
恐
縮

で
す
が
、
９
月
末
を
も
ち
ま
し

て
退
職
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
年
半
と
い
う
短
い
期
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
は

あ
た
た
か
い
ご
指
導
ご
高
配
を

い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

巫
女 

　
　
　
　

   

山
先　

成
実

　

こ
の
度
、
九
月
末
日
を
も
ち

ま
し
て
退
職
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

約
二
年
と
い
う
大
変
短
い
期

間
で
し
た
が
、
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
皆
様
に
は
深
く
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

職 
員 
退 

職

新
入
職
員
紹
介

お 

知 

ら 

せ

た
く
み
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教区長（崇敬組合長）名一覧表教区長（崇敬組合長）名一覧表教区長（崇敬組合長）名一覧表
令和３年10月１日付

組　合　名 組合が包括する区域

愛媛県の新居浜市以東
香川県・徳島県・兵庫県以東

新居浜市中村松木1丁目10番46号
〒792-0041　TEL 090-1006-0158

今治市玉川町小鴨部甲531-6
〒794-0112　TEL 0898-55-2725

東温市南方2124-38-305
〒791-0301　TEL 090-4505-7458

上浮穴郡久万高原町日野浦7030
〒791-1503　TEL 0892-56-0378

西予市宇和町卯之町4-410
〒797-0015　TEL 0894-62-5533

香南市野市町西野370-3
〒781-5232　TEL 090-7144-8024

倉敷市笹沖179-3
〒710-0834　TEL 086-424-2380

福山市引野町3丁目33-6-1
〒721-0942　TEL 0849-41-5087

大竹市玖波町203
〒739-0656　TEL 0827-57-5278

下関市吉見古宿町9-7
〒759-6521　TEL 083-286-5010

北九州市門司区大里戸ノ上4-2-22
〒800-0024　TEL 093-372-1101

大分県別府市竹の内６組の１
〒874-0841　TEL 0977-22-9045

愛媛県の
西条市

愛媛県の
今治市・越智郡

愛媛県の
松山市・東温市

愛媛県の
上浮穴郡

愛媛県の伊予市以西
南宇和郡まで

高知県全域

岡山県と
広島県東部の一部

広島県中部より東

広島県中部より西

山口県・島根県・鳥取県

佐賀県・長崎県・熊本県
鹿児島県・福岡県全域

大分県・宮崎県

組 合 長 名 住所・郵便番号・電話番号

東 予

西条周桑

今治越智

中 予

上 浮 穴

南 予

高 知

東洋大心

備 後

安 芸

山 口

福 岡

大 分

河端　光則

西条市洲之内甲177-1
〒793-0053　TEL 0897-55-3815(組合長代行)

小林　敏朗

山本眞理子

坪 内 　 続

山内　康治

出原　孝文

平松　史朗

木 村 　 稔

三吉　真司

加藤　法泰

梶原　倫子

浦 松 　 傳

菅　　忠昭

『
石
鎚
神
社　

西
海
文
庫
』

　

石
鎚
信
仰
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
る
、
西
海
賢
二
博
士
の
収
集
さ

れ
た
書
籍
・
資
料
群
の
ご
奉
納
を

以
て
、
左
記
の
目
的
に
て
文
庫
を

設
立
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

文
庫
開
き

　

令
和
三
年
十
一
月
十
一
日

　
　
　

午
前
十
時
〜
閲
覧
開
始

目　

的

　

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教
の
常
任

講
師
、
西
海
賢
二
博
士
収
集
の
石

鎚
信
仰
を
始
め
と
す
る
資
料
書
籍

群
を
石
鎚
神
社
で
保
管
し
一
部
を

展
示
、
石
鎚
山
始
め
山
岳
信
仰
、

民
俗
学
、
歴
史
学
資
料
と
し
て
公

共
に
供
す
。

　

生
涯
を
、
民
俗
学
、
山
岳
信
仰
、

主
に
石
鎚
信
仰
の
研
究
に
捧
げ
ら

れ
て
い
る
西
海
賢
二
博
士
の
足
跡

を
表
す
。

費　

用

　

石
鎚
信
徒
有
志
の
用
途
指
定
寄

付
金
を
以
て
設
立
。

　

以
後
の
維
持
費
は
石
鎚
神
社
に

て
支
出
。（
文
責　

大
岡
権
禰
宜
）

　

出
仕　

大
川　

託
史

　

十
月
一
日
よ
り
、
讃
岐
神
大
遥
拝

所
大
高
久
呼
先
生
ご
紹
介
の
も
と
、

奉
職
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

大
川
託
史
と
申
し
ま
す
。

　

私
の
祖
母
が
、
讃
岐
神
大
の
信
者

と
い
う
事
も
あ
っ
て
、
数
年
前
に
大

高
先
生
と
出
会
っ
た
事
を
契
機
に
、

石
鎚
山
石
鎚
神
社
に
篤
い
信
仰
を
抱

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
奉
職
の
ご
縁
を
戴
く
ま
で

は
、
神
職
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
事
は

無
く
、
高
校
卒
業
後
、
8
年
間
は
製

造
業
を
は
じ
め
、
接
客
や
営
業
な
ど
、

神
職
と
は
別
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

神
職
は
一
か
ら
に
な
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
事
が

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
歩
ず

つ
精
進
し
、
人
格
を
鍛
え
、
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
、
参
拝

者
や
石
鎚
神
社
に
、
自
分
ら
し
い
貢

献
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
皆

様
方
、
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
、よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

神
社
会
館

　
　
　
　

山
本　

奈
未
子

　

こ
の
度
、
石
鎚
神
社
会
館
職
員
と
し

て
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
山
本
奈
未
子
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
、
以
前
か
ら
接
客
業
が
好
き
で

お
客
様
に
は
、
親
切
丁
寧
を
心
が
け
、

こ
れ
ま
で
精
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

御
参
拝
の
皆
様
に
は
、
笑
顔
で
の
接

客
を
目
指
し
、
宿
泊
の
お
客
様
に
は
旅

の
疲
れ
を
癒
し
て
頂
け
る
御
奉
仕
を
さ

せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
縁
が
あ
り
神
聖
な
石
鎚
神
社
の
会

館
で
働
か
せ
て
頂
け
る
よ
う
に
な
っ
た

事
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

権
禰
宜

　
　
　
　
　

     

湊　

和
樹

　

こ
の
度
、
私
事
で
大
変
恐
縮

で
す
が
、
９
月
末
を
も
ち
ま
し

て
退
職
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
年
半
と
い
う
短
い
期
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
は

あ
た
た
か
い
ご
指
導
ご
高
配
を

い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

巫
女 

　
　
　
　

   

山
先　

成
実

　

こ
の
度
、
九
月
末
日
を
も
ち

ま
し
て
退
職
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

約
二
年
と
い
う
大
変
短
い
期

間
で
し
た
が
、
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
皆
様
に
は
深
く
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

職 

員 

退 

職

新
入
職
員
紹
介

お 

知 

ら 

せ

た
く
み
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十
一
月
三
日
の
頂
上
社
閉
門
に
合
わ
せ
、

本
年
の
頂
上
山
荘
の
営
業
も
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

予
約
受
付
開
始

営
業
期
間

予
約
・
問
合
せ

[

石
鎚
神
社
頂
上
山
荘]

（
気
象
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
事
が
有
り
ま
す
。）

５
月
１
日
〜
11
月
３
日

１
月
20
日
朝
10
時
〜

雪
解
け
を
迎
え
て
石
鎚
詣
で
が
始
ま
る
。

五
月
一
日
　
奥
宮
頂
上
社
の
開
門
祭
で
す
。

開
門
祭
に
ご
参
列
の
方
は
、
四
月
三
十
日
の
宿
泊
が

出
来
ま
す
。（
有
料
・
要
予
約
）

宿泊定員

※11月1日現在の予定

料　金

１泊２食

（食事：応相談　就寝時は保護者の寝具でお願いします。）

（お山開き大祭：6/30～7/9は30名）
6/30・7/1の両日は、女性のご宿泊はご遠慮ください。

基本的に大部屋にて、ご宿泊いただきます。

大　人
小学生

50名

小学生未満　宿泊　無料

9,000円
5,500円 消費税込

▲

石　

鎚　

社　

報

〒
七
九
三
ー
八
五
五
五

（
発
行
所
）
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

【
連
絡
先
】
電
話
（
〇
八
九
七
）

　

五
五
｜
四
〇
四
四　

本　

社

　

五
五
｜
七
二
四
二　

F
A
X　

　

五
五
｜
四
一
六
八　

会　

館

　

五
五
｜
七
二
八
一　

F
A
X　

　

五
九
｜
〇
一
〇
六　

成　

就

　

五
九
｜
〇
四
〇
八　

F
A
X　

　

五
三
｜
〇
〇
〇
八　

土
小
屋

【
振
替
】〇
一
六
八
〇―

〇―

一
八
三
六
〇

【
発
行
代
表
者
】
武

智　

正

人

【
編　

集
】　　

  

大　

岡　

忠　

徳

【
印
刷
所
】
プ
リ
・
キ
ュ
ウ
・
プ
レ
ス

【
購
読
料
】
送
料
共　

年
五
〇
〇
円

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

石鎚神社 検索で

  

【
お
知
ら
せ
】

石
鎚
社
報
の
購
読
料
は
年
間
六
回
発
行

で
、
五
百
円
で
す
。
購
読
料
未
納
の
方

は
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
付
年
数
が
不
明
な
方
、
発
送
中
止
が

希
望
の
方
は
本
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

先
達
通
信
号
（
五
月
に
送
付
）
は
先
達

会
符
所
有
者
に
無
料
送
付
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

新
規
申
し
込
み
の
方
は

石
鎚
神
社　

社
報
係　

担
当　

髙
橋
季
容

　
　
　
　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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